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は じ め に

平成17年 4月 、添上郡月ケ瀬村と山辺郡都祁村との合併によって、人口373,574人の新奈良市が誕生

しました。

新しく合併した東部地域にも祖先が育んできた郷土の歴史や文化が多く残されており、月ヶ瀬尾山

にある「尾山代遺跡」や都祁村南之庄町の「三陵墓古墳群」はいずれも県の史跡に指定されています。

また、奈良市の中央市街地には、奈良時代の都である平城京跡の遺跡が所在するとともに、古都奈良

の文化財の歴史そのものが残されています。

奈良市は、長引く景気の低迷にもかかわらず、マンション建設や宅地造成などの民間による大規模

開発や市域 。道路整備等の開発によって、市街地はますます発展しています。しかしながらその反面、

数多くの遺跡が消滅してきており、文化財の保護・保存が大きな問題となっています。やむをえず記

録保存を講じた遺跡についても年々件数が増え、調査成果を迅速に公開できないのが現状であります。

このような中で、少しでも早く概要報告書を刊行することをめざし、今年度は平成14年度概要報告

書に加え、平成15年度に実施した埋蔵文化財の発掘調査概要報告書を刊行しました。本書が地域の歴

史研究や遺跡の理解を深める上で一助となれば幸いです。

最後になりましたが、関係各位におかれましては、今後ともよリー層のご理解とご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

平成18年 3月

奈良市教育委員会

教育長 中尾 勝二



例   言

1.本書は、平成15年度に奈良市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の概要をまとめたものである。
2.平成15年度～平成17年度の調査体制については下記のとおりである。なお、各調査の現場担当者は発掘調査一覧
表に示した。

平成15年度

社会教育部 文化財課  課 長   前原武嗣  主 幹  森川倫秀
埋蔵文化財調査センター 所 長   高谷明男

庶務係 係 長   北尾秀一  事務克員 山形和宏
調査第一係 係 長   西崎卓哉  主 任  立石堅志

技術克員  鐘方正樹、秋山成人、安井宣也、松浦五輪美、宮崎正裕、久保清子、
原田憲二郎、池田富貴子、山前智敬、大窪淳司

調査第二係 係 長   篠原豊―  主 任  三好美穂
技術吏員  森下浩行、武田和哉、中島和彦、久保邦江、池田裕英、原田香織

平成16・ 17年度

社会教育部 文化財課  課 長   福井 進  主 幹  谷村 勝  課長補佐 森下恵介
埋蔵文化財調査センター 所 長   高谷明男 (～ 16年度)、 川本恭久 (17年度)

庶務係 係 長   北尾秀一  事務克員 山形和宏
調査第一係 係 長   立石堅志

技術吏員  鐘方正樹、秋山成人、安井宣也、松浦五輪美、宮崎正裕、久保清子、
山前智敬、大窪淳司

調査第二係 係 長   三好美穂
技術克員  森下浩行、武田和哉、中島和彦、久保邦江、池田裕英、原田香織
再任用職貝 森川倫秀

3.発掘調査と本書の作成については、奈良文化財研究所、奈良県教育委員会、奈良市文化財保護審議会等関係諸機
関からご指導とご教示を賜った。また、土地所有者等からの多大なご協力いただいた。 H」 第506次調査出土乾

漆箱については、宮内庁正倉院事務所からの御教示を賜った。記して感謝いたします。

4 各発掘調査の次数は、奈良市教育委員会が実施した調査に付した通算次数である。
遺跡の略号は以下のとおりである。

HJ― 平城京跡 DA一 大安寺旧境内 GG― 元興寺旧境内 SD― 西大寺旧境内 SR一 西隆寺旧境内 NR
一余良町遺跡 FS― 古市遺跡 HK― 東紀寺遺跡 UA― 歌姫赤井谷横穴墓群 KW― 川上町遺物散布地
MM一 水間遺跡 BS― 別所下ノ前遺跡 BT一 別所辻堂遺跡
5.本書で使用した遺構等の番号は一部を除いて調査ごとに付した仮番号である。遺構の香号の前には、
SA(塀・柱列 )、 SB(掘立柱建物)、 SD(素掘 り溝 )、 SE(井戸)、 SF(道路)、 SK(土坑)、 SX(そ の他)
の記号を付した。また、遣構の大きさの表記は、すべて遺構検出面での計測値である。

6.本書で使用した奈良時代の遺物名称・形式 。型式は、一部を除いて以下の刊行物に準拠した。
軒瓦 :『平城京・藤原京出土軒瓦型式一覧』奈良市教育委員会 1996
鬼瓦 :毛利光俊彦「日本古代の鬼面文鬼瓦 -8世紀を中心として」 F研究論集Ⅳ』奈良国立文化財研究所 1980
土器 :『平城宮発掘調査報告書�』奈良国立文化財斬究所 1982
7.発掘区位置図については、奈良市発行の1/2,500大和都市計画図を、調査地位置図については、国土地理院発行の
1/25,000地形図を使用した。

8.本文中、図中に示した位置の表示は、法改正 (2002年4月 )前の平面直角座標系Ⅳによる。
9 古墳時代以前の遺跡については、仮に大字名を付して遺跡名としたものもある。
10.本書の作成は、埋蔵文化財調査センター職員と文化財課記念物係職員が分担して行った。文責は基本的に各調査

担当者である。

11 本書の編集は、三好美穂、立石堅志が担当した。
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平成 15年度発掘調査一覧
地図

調査次敷
枝

番
退 跡 名 調 査 地 調査期 F91 調査面積 担当者 事業者 事業内容 届出受理番号

コ」490
平城京左京四条六坊八坪 =条大路 /奈良

町遺跡
上三条町15 ■15410 ～ 424 300言 中島 専念寺 に宅の改築

2 IJ491 平城京右京七条一坊十四坊 西一坊大路 七粂町951他 15600� 武田 池日 医療法人康仁会 猛院建設 H14 3285

3 IJ492 平城京右京六条三坊十一坪 六条一丁目497ユ ■1556  ～ 529 価 人 国人住宅増築 H14 3291

HJ493 平城京左京四条六坊十坪 /奈良町抵跡 椿井町20 束城戸町47 ■15520 ～ 630 1760鷲
立石 原田

松浦
(株 )ケ イエムケイ 共同住宅建設

町 494

平城京右京二条三坊十二坪 沓原町246他 8000∬ 宮崎 山前 奈良市長
雪大寺駅南地区土地区画整理臨時交

寸金事業ユ
S63 3056

2 平城京右京三条三坊四坪 曽原町1824他 H15528 ～ 627 900 ∬ 池田富 奈良市長
画大寺駅南地区土地区画整理臨時交

付金事業1
S63 3056

平城京右京二条三坊十二坪 管原lIJ245他 H15818 ～ 1024 6600 � 宮崎 山前 奈良市長
町大寺駅南地区土地区画整理臨時交

寸金事業2
S63 3056

平城京右京二条三坊十二坪 音原町244‐ 1他 H15818 ～ 1024 800言 官n4 山前 奈良市長
町大寺駅南地区土地区画整理臨時交

ヤ金事業2
S63 3056

平城京右京二条三坊五坪 昔原町22&1他 臣15115 ～ ■16114 3700� 宮崎 山前 奈良市長
西大寺駅南地区土地区画整理臨時交

付金事業3
S63 3056

10

IJ495

平城京右京二条三坊五j・T 菅原町22チ I他 3800 ni 池田富 奈史市長
西大寺駅南地区土地区画整理促進事

業
S63 3056

平城京右京二粂三坊五坪 菅原町2143他 ぼ15101 ～ 1027 1200∬ 池田宮 奈良市長
西大寺駅南地区土地区画●_k理促進事

業

12 H1496 平城京左京九条―坊七坪 西九条町五丁目2番地 Iユ 562  ～ 623 三好

共栄社化学株式会社
研究所の建設 H14 3314

平城京左京
=条
六坊十一坪 林小路町1■ 1■ 0番地 巨1563  ～ 619 8501n 株式会社ビル ド 共同住宅建設

14 平城京左京三条五坊六坪 大宮町一丁目351他 E15626 ～ 79 46401n ,島 株式会社森下組 共同住宅建設 H143206

H」499 平城京左京三条
=坊
十一坪 大宮町四丁目281番 地 三好

清水建設株式会社

奈良営業所
店舗付事務所新築 H14 3167

II1500 平城京左京八条二坊二坪 /杏遺跡 杏町404番地 H1584  ～ 819 400� 火山 久保清 や良市長 第11号 (杏中)市営住宅建答事業 H15 3027

IJ501 平城京左京九条三坊八坪 八粂大路 西九条町二丁ロワ番地の44 H15つ 1  ～ 924 1200言
立石 原日

松浦
奈良市長 仮称辰市地域ふれあい会館建設事業

田J502 平城京東四坊大路 大宮町二丁目1257他 H15つ 10 ～ 129 κ保清 慕良市長 芝辻大森線街路整備補助事業 H10 3091

可503 平城京右京二条二坊九 十六坪 西大寺国見町―丁 目2137 H15916 ～ 1028 4500言 し田裕
中道不動産株式会社

分譲マンション建設

日J504 平城京右京三粂二坊十六坪
西大寺国見町一丁目

2137お 5他
,151015～ 125

“

島

東急不動産株式会社

関西支店
マンション建設 巨15 3105

IJ505 平城京左京四条六坊十五坪 /奈良町遺跡 椿井町25番地 H15114 ～ 122 1320 ∬
立石 原田

奈良市長 椿井小学校建設事業 Iユ 4 3088

町506 平城京左京五条五坊一 二坪 /束 四坊大路 大森町1231他 H15117 ～ H1633 6380面
立石 原日

松浦
奈良市長

JR奈良駅南時定地区土地区画整理連

立関公事業

平城京右京三条四坊十四坪 宝来四丁目9681他 H151125 ～ 1211 15001n 武田 個 人 共同住宅建設

HJ508 平城京左京九条一坊十二坪 西九条町五丁目32番 地 3050言 三好
関西セキスイエ業

(株 )
店舗新築 H15 3072

町509 平城京左京九条東一坊坊間小路 西九条町五丁目31番地 H15121 ～ 1210 ∬ 池田裕
関西セキスイエ業

(株 )

展示棟の増築

日」510 平城京左京四条四坊五坪 Hユ 616  ～ ■16126 234011a 武 田 (株 )フ クダ不動産 マンション建設 H15 3170

27 町511 平城京右京二条三坊一坪 西大寺南町238&1他 ■16126 ～ ■16224 19011 d 宮崎 池田富 奈良市長
西大寺駅南地区土地区画整理通常事

業2

史跡大安寺旧境内 夫安寺二丁目H45番地のユ H15513 ～ 520 411 ∬ 中島 個 人 倉の改築及び塀のや り替え

DA102 吏跡大安寺旧境内 (西熔 ) 東九条町1335他 H1571  ～ 1031 3700 � 松浦 奈良市長 史跡大安寺旧境内保存整備事業

史跡大安寺

'日

境内 H15117 ～ 1120 300� 三好 個 人 個人住宅新築 H15 1031

DA104 史跡大安寺旧境内 大安寺町1320他 H10114 ～ H16216 1880言 中島
奈良市教育委員会教

育長
遺跡範囲確認

SD015 西大寺旧境内 町大寺本町25Sl他 H15828 ～ ll120 3320d 武 ロ
(株 )オ ーナーズブ

共同住宅建設 H15 3067

３３

一
３４

SD016

西大寺旧境内 ζ大寺南町2414■ 他 H15926 ～ H16122 7400ば 安井 缶良市長
西大寺駅南地区土地区画整理通常事

業1
S63 3056

西大寺旧境内 互大寺南町239116他 ユ0011 1E 安井 奈良市長
西大寺駅南地区土地区画整理通常事

髪2

SR007 西隆寺旧境内
西大寺東町一丁目704番地

H1629  ～ ■16319 2300∬ 山前 奈良市長 西大寺近瞬公園整備事業

古市遺跡 3027 1n 久保清 奈良市長 古市人権文化センター建設事業 H15 3016

FS006 古市遺跡 古市町ユ226-1他 秋 山 奈良市長 第10号 (古市)市営住宅建替事業 H15 3026

HK006 東紀寺遺跡 東紀寺匠三丁目707番地 4020言 奈良市長 第9号

`紀

寺)市曽住宅建替事業 H15 3183

F1004 古市城跡 古市町981他 H1624 ～ F1633 4250鷲 大 窪 奈良市長 古市公回整備事業 H15 3266

KヽV001 川上町遺物散布地 川上町8973他 H1622  ～ H16917 18&O ln 秋 山 奈良市長 遭路新設工事奈良阪川上線

州所辻登通跡 ,」所町399他 7260∬ 鐘方 大雀 奈良県知事 早営ほ場整備事業 臣13 3153
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1.近鉄西大寺駅南地区土地区画整理事業に係る調査
この調査は、奈良市が進める西大寺駅南地区土地区画  面積は 104,659だになる。   .
整理事業 (総面積約 30万笛)に係 り実施した埋蔵文化   平成 15年度の調査地は、平城京右京二条三坊―・四・

財発掘調査である。奈良市教育委員会では、昭和 63年

度から事業地内の発掘調査を継続して実施している。

五・十二坪の 4坪分と西大寺旧境内に及んでいる。ここ

では、それらの調査を各坪と西大寺旧境内に分けて報告

下表の通り、平成 15年度は臨時交付金事業で 5箇所、  する。遺構番号は、坪ごとの通し番号とし、古墳時代以

促進事業で 2箇所、通常事業で 4箇所の発掘調査を実施  前の遺構に2桁の番号を、奈良時代以降のものに3桁の

した。調査面積は3,530置であり、初年度からの総発掘  番号を付している。

上劉 岨」
`増
口岬 =り/′〃″ //////〃 iゝ

近鉄西大寺駅南土地区画整理事業地内の調査
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平成 15年度 近鉄西大寺駅南土地区画整理事業地内発掘調査一覧表

遺 跡 名 調査次数 事 業 名 調 査 地 調査期間 調査面積 調査担当者

平城京右京二条三坊十二坪

平城京右京二条三坊四坪

平城京右京二条三坊十二坪

平城京右京二条三坊十二坪

平城京右京二条三坊五坪

平城京右京二条三坊五坪

平城京右京二条三坊五坪

平城京右京二条三坊一坪

西大寺旧境内

西大寺旧境内

西大寺旧境内

日」494-1

HJ494 2

H」4943

HJ494 4

HJ494 5

可 4951

HJ495 2

HJ511

SD16 1

SD16 2

SD16 3

臨時交付金事業

臨時交付金事業

臨時交付金事業

臨時交付金事業

臨時交付金事業

促進事業

促進事業

通常事業

通常事業

通常事業

通常事業

菅原町246他

菅原町1824他

菅原町245他

菅原町2441他

菅原町2281他

菅原町2291他

菅原町2143他

西大寺南町23881他

西大寺高町24141他

西大寺南町2414と他

西大寺南町23906他

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

5526～ 88

5528～ 627

5818-1024
5818´ヤ1024

5115～ 平成16114

571´-93

5101^-1027

6126～ 224

5926～ 1122

5125～ 平成16122

6216^-220

800∬

90∬

660∬

8011i

370ni

380∬

120�

190∬

470∬

27011i

100∬

宮崎・山前

池田富

宮崎・山前

宮崎・山前

宮崎・山前

池田富

池田富

宮崎・池田富

安井

安井

安井

発掘区位置図 1/5,000



(1)平城京右京二条三坊十二坪の調査

I はじめに

調査地は平城京右京二条三坊の十二坪の北辺中央にあ

たる。平成 14年度に西隣接地で、十二坪内北 1/4の位置

に造られた東西方向の坪内道路を検出している (市 H」 第

480-1次調査)。 今回、十二坪内の様相解明を主目的に、

西から順に H」 第 494-1。 3・ 4次発掘区を設定した。

I 検出遺構
調査地の現況は水田及び畑である。基本層序は HJ第

494-1次発掘区では、耕作土・床上の直下の地表面か

ら0.3mで淡黄色粘質土の地山に至る。H」 第 494-3

次発掘区では、耕土 。床土の下に遺物包含層が堆積し、

地表面から0.8mで黄灰色粘砂の地山に至る。HJ第 494

-1。 3次発掘区の北半の地山直上に整地土が堆積して

いた。H」 第 494-4次発掘区でも耕土・床土の下に遺

物包含層が堆積し、地表面から0.5mで淡黄灰色砂質土

の地山に至る。地山上面の標高は発掘区の南西で 74.7

m、 発掘区の北東で 74.2mで ある。H」 第 494-1・ 3

次発掘区北半の遺構を整地土上面で、他の遺構を地山上

面で検出した。

検出した主な遺構には、縄文時代の土器坦納土坑 1、

古墳時代の 4条、奈良時代前半の掘立柱建物 2棟、中頃

～後半の掘立柱建物 4棟、後半の掘立柱建物 2棟、後半

～末葉の掘立柱建物 2棟、坪内道路 1条、土坑 1、 平安

時代の掘立柱建物 5棟・塀 1条がある。その他、時期の

特定できなかった掘立柱建物 12棟、土坑 4がある。

掘立柱建物・塀の概要は一覧表に記し、以下、時代ご

とに遺構の概要を述べる。

縄文時代 晩期後半の土器埋納土坑 S X 03がある。掘
形は東西 0,7m、 南北 0.5mの 平面楕円形で、深さ0.lm

である。掘形内には、口縁端部の外面に刻目突帯を付す

船橋式の深鉢が日縁部を西に横向きに据えられていた。

吉墳時代 溝 4条 (S D 04～ 07)は、後期の素掘 り
の溝で、すべて北東に振れる。幅 。深さはともに O,3m

程度で、発掘区外に続 く。

とH:755m -145920

第494-1・ -3・ -4次

奈良時代

前半 発掘区南西隅に S B 216・ 217が建つ。両者と

も発掘区外に続 く。重複関係からS B 216は S B 228。

221、 S B 2171よ S B 221よ りも古い。

中頃～後半 S B 218～ 221が この時期に相当する。

S B 218の 西妻柱と東妻柱を揃えるS B 219、 S B 218の

東妻柱と西妻柱を揃えるS B 220が S B 218の南に建ち、

S B 219。 220が東西に並立する。また、 S B 221が SB
220の南で、S B 220の 西妻柱と西側柱を揃えて建つ。重

複関係からS B 218は S B 212と S A 215、 S B 220は S

B222よ りも古く、S B 221は S B 216。 217よ りも新しい。

後半  S B 208・ 222・ 223と S A 215がこの時期に相

当する。 S B 208は 東西両面庇南北棟建物である。 SA
215は 3間分を検出し、塀の東端を確認した。 S B 222

は S A 215と 北妻柱を揃え、南妻柱をS B 223の 南側柱

と揃える。 S B 223は 妻柱を持たない。重複関係からS

B208は S B 213よ りも古 く、 S A 215は S B 218、 S

B222は S B 220よ りも新しい。

後半～末葉 東西方向の坪内道路 S F 901が敷設され
る時期である。 S F 901の 道路心の国土座標値はX=―

145,922.100、 Y=-20,000.000。 S D 101・ 1021よ素掘り

の溝で、 S F 901の 両側溝である。北側溝 S D 1011よ 、

幅 0.9m、 深さ0.4mで、長さ42m分を検出した。溝心

の国土座標 T●LイよX=-145,920.600、  Y=-20,000.000。

南側溝 S D 1021よ、幅 0.5～ ■2m、 深さ0.3mで、発

土器埋納遺構 SX03出土縄文土器 1/4

-145920

l盛±     5茶 褐色粘砂 (炭混、整地層) 9淡 灰黄色粘砂
2灰色砂質±   6淡 黄灰色粘砂        10淡 黄灰色粘砂

3黄灰色粘砂   7淡 灰色粘砂 (淡黄色粘砂混) ■ 淡黄灰色粘質土 (地 山)
4黄茶灰色粘砂  8黄 茶灰色粘砂

第494-1次調査 発掘区東壁 (北端)土層図 1/80

1盛土

2灰色砂質土

3灰黄色砂質土

4淡黄灰色粘砂

5黄茶色砂質±         9淡 灰茶色粘砂

6茶掲色粘砂 (炭混、整地層) 10黄 灰色粘砂 (地山)
7淡灰茶色粘質土

8黄茶色粘砂 (灰茶色粘砂混 )

-2-

第494-3次調査 発掘区東壁 (北端)上層図 1/80



掘立柱建物・塀一覧

遺構番号 棟方向 (桁甲甲醜間Ⅲ
桁行全長 染 岡全 員 TTT行任岡可伝 梁 聞任 岡 V法 用の出 備考

もA215 東 山 13以上 %0以上 西 に延 び る

SB205 東西 4X8 25m等間 ゴヒから 18‐ 18‐21 南 21 西 に延 び る

SB208 南 Jヒ 4× 4 封ヒか ら 21‐ 21‐18 15m等 間 西・東 ■5 西 に延 び る

SB213 東西 3× 2 西から 21‐ 1821 西 に延 びる

SB212 東西 5X3 20m等問 】ヒから21‐ 21‐30 南 30 西に延びる

SB219 東西 2以上×2 18以上 18m 18m等間 総注 建物

SB228 南】ヒ 4以上 × 2以上 60以上 21以上 耳ヒか ら 21-1821 21m 桁行 4間以上 か ?

SB216 票西 3以上×2以上 66〕扶」L 27以上 33m等 間 27m 西で南に振れる

SB224 南Jヒ 3× 2 15～ 21m 16m等間 桁行柱間が不揃い

SB231 南 )ヒ 3× 2 12～ ■5m 15m等間
SB225 東西 3× 2 17m等 間 16m等 間
SB218 東西 3× 2 18m等 間 27m等 間 総柱建物

SB230 東西 2 21m等 間
SB227 東 西 5× 3 26m等 間 27m等 間 南 27
SB222 南 Jヒ 5× 2 24m等 間 20m等 間
SB220 票西 3× 2 13m等 間 17m等 間 総柱建物

SB221 南Jヒ 2以上×2 lB以上 13m 17m等間 総柱建物

SB229 東西 7XP 27m等 間
SB217 東西 3間 西から181821 北側柱 か北妻柱

SB226 東酉 3X2 西から211818 18m等 問
SB232 南北 P× 2 24m等間 南妻柱

SB233 南北 3Xl 18m等 間 34m 南北 妻柱 無

SB234 南 北 3× 2 18m等 間 36m 南北 妻柱 無

SB223 東西 3× l 24m等 間 40m等 関 妻柱無

SB235A 南北 3X2 封ヒから 18-15-18 西から15-12

SB235B 南北 3× 2 封ヒか ら 1815■ 8 18m等 問 SB235Aの建替
SB236 ? 戻西 3間 西から212421
SB237 南北 ?× 2 18m等間 北妻柱

SB238 東西 2以上 27以上 27m 西 で南 に振 れ る

SB239 南 北 3以上 × 2以上 42以上 20以上 21m等 間 20m 西 20

SB240 真 西 3以上×2以上 42以 _L 24以上 21m等 間 24m
SB241 2以上×2以上 以 上 21以上 21m 21m

第494-3次発掘区

|

SX803

|

第 494-1・ 3・ 4次調査
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|
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遺構平面図 1/400

第494-4次発掘区

アミ掛け範囲 I SX802



X=-145,923600、 Y=-20,000.000。 両者の溝心々距

離は 30mである。 S D 103は S D 101か ら北へ流れる

南北方向の素掘 りの溝で、幅 1.8m、 深さ0.4mで、長

さ Hm分 を検出した。 S B 224は S B 205の 北側柱と

北妻柱を揃える。 S X 801は南北 3.Om、 東西 9.5m、

深さ0.3mの土坑である。重複関係からS D 101は SX

801よ りも新しく、S D 102は S B 212・ 227よ りも古い。

平安時代前半 S D 101'102,103埋 没後の時期に相

当する。 S B 213の東側には、 S B 225・ 226が両側柱筋

を揃えて建つ。さらに南側には、S B 212と 南側柱筋を

揃えて S B 227が建つ。 S B 227は南庇付東西棟建物で

あり、身舎内の東半部分で、埋秦跡であるS X 803を検

出した。奏はすべて抜き取られていたが、深さ0.2m前

後の精鉢状の痕跡を 14個確認した。 S A 230は S B 227

廃絶後に築かれる。他に、S B 228が S B 212の 東妻柱と、

S B 229が S B 227の西妻柱と柱筋を揃えて建つ。重複

関係からS B 225は S D 101よ りも新しく、 S B 226は

S X 803よ りも古い。 S B 212は S D 102・ S B 218、 S

B227は S D 102よ りも新 しく、 S B 230よ りも古い。

S B 228は S B 216、 S B 229は S B 221よ りも新しい。

時期不明の遺構 以下、時期の特定できなかった遺構
について述べる。 S B 233・ 234は妻柱を持たない南北棟

建物である。両者は建物位置が重なるが、先後関係は不明

である。 S B 235A・ Bは東側柱を共有し、桁行・梁間と

関数を変えずにAを Bに建て替える。建物位置はS B 223

と重なるが、先後関係は不明である。S B 238は 南側柱あ

るいは南妻柱を一部検出した。重複関係からS B 239。 240

よりも古い。 S B 239・ 240。 241は建物の南西隅を検出し

た。重複関係からS B 239は S B 240よ りも古い。

S K 603は 南北 1.5m、 東西■8m、 深さ■4mの土坑で、

断面形は袋状である。 S K 604は 南北 22mの溝状の土

坑で、東西 ■5m、 深さ 0.7mま で確認 した。発掘区外

東に続 く。 S K 605は 南北 ■3m、 東西 0.9m以上、深

さ0.4mの 平面不整形な土坑である。西端は発掘区外に

続 く。 S K 606は 南北 2.5m、 東西 1.7m以上、深さ 16

mの土坑である。発掘区外東に続く。枠材はなかったが、

平面・断面の形状から、井戸の抜き取 り痕跡の可能性が

ある。 S X 804は S B 226廃 絶後、当建物の北西隅の柱

痕跡上に掘られた土器埋納土坑で、南北 0.45m、 東西 0.6

m、 深さ0.25mで ある。土坑底には、須恵器壷 Aが正

位置で置かれ、重内には流入土以外に内容物は無かった。

遺物は、整理箱で 87箱分が出土した。大部分が遺物

包含層から出土した奈良時代の土師器・須恵器の小片で

ある。他に、奈良時代の九瓦・平瓦や古墳時代の土師器。

須恵器・埴輪の小片が少量ある。(宮崎正裕、山前智敬)

ユ灰色砂質土

2灰黄色砂質土

3淡灰茶色粘砂

4淡茶灰色粘砂

5黄灰色粘砂

6黄茶灰色粘砂  11淡 栓色粘砂
7黄茶色粘砂   12黄 灰褐色粘砂
8茶灰色粘砂   13黄 灰色粘砂 (茶灰色砂混 )
9黄橙色粘砂   14淡 黄灰色砂質土 (地 山)
10淡責茶灰色粘砂

第494-4次調査 発掘区北壁土層図 1/80

第 494-1次調査 発掘区全景 (北西から)

第 494-3次調査 発掘区全景 (北から)

第 494-4次調査 発掘区全景 (東から)

-4-



(2)平城京右京二条三坊五坪の調査

第 494-5次調査 調査地の北偵↓で、平成 12年度に

実施した市 HJ第 443-5・ 6次調査で、五・六坪坪境

小路とその北側溝を検出している。今回、五坪の宅地内

北端の様相確認を主目的として実施した。

基本層序は、耕土・床土以下、灰色砂質土、灰茶色粘

砂と続き、地表下 0.6mで責灰色粘質上の地山に至る。

地山上面の標高は概ね 72.7mで、遺構はすべて地山上面

で検出したが、発掘区北東部の一部に整地土を確認した。

検出遺構には、溝 2条、掘立柱建物 5棟・塀 1条、土

坑 2がある。 S D 101は 東西方向の素掘溝で、溝の南端

を検出したのみであるが、 S D 102は幅・深さともに

0.3m、 長さ約 13mの南北方向の素掘溝で、国土方眼方

位北で東に振れる。重複関係からS B 203よ りも古い。

S B 201は 南北 1間 (3.Om)以上の建物の北西隅であ

る。 S B 202は 桁行 2間 (3.6m)以上、梁間 2間 (3.9

m)の東西棟建物である。 S B 203は桁行 5間 (13.Om)、

梁間 1間 (3.3m)以上の西庇付南北棟建物で、柱掘形

から奈良時代後半の土器が出土した。重複関係からSD
102よ りも新しく、 S K 601よ りも古い。 S B 204は 南

北 2間 (4.8m)以上、 S B 205は 東西 2間 (4.8m)以

第494-5・ 495-1 。-2次

上の建物の北西隅で、重複関係からS B 204は S B 205

よりも古い。 S A 206は 南北 3間 (4.2m)以上の塀で、

柱掘形から奈良時代後半の土器が出土した。重複関係か

らS K 602よ りも古い。 S K 601は 南北 1.5m、 東西 1.2

m以上、深さ0.4mの上坑で、重複関係からS B 203よ

りも新しい。 S K 602は南北 ■2m、 東西 ■Om、 深さ 0.5

mの土坑で、重複関係からS A 206よ りも新しい。

遺物は、整理箱で 10箱分が出土した。大半が遺物包

含層から出土した奈良時代の上師器・須恵器である。

(宮崎正裕、山前智敬 )

しH:735m

1暗灰色砂質土

2灰色砂質土

3澄灰色粘砂

7茶灰色粘砂

8黄灰茶色粘砂

9黄灰色粘砂

4灰色砂質上 (黄茶色粘砂rlL)  10黄 茶灰色粘砂 (SDiOl埋■)
,灰色砂質土 (茶色粘砂混)   H黄 茶灰色粘砂
6灰茶色粘砂          12黄 灰褐色粘砂

13黄灰色粘砂 (茶灰色粘砂混)

14茶灰色粘砂

15黄灰褐色粘砂

16黄茶色粘砂

17灰褐色粘砂

18責灰色粘質土 (地山)

第494-5次調査 発掘区東壁土層図 1/80 第494-5次調査 遺構平面図 1/400

第494-5次調査 北発掘区全景 (北西から) 第 494-5次調査 南発掘区全景 (北から)
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第 495-1次調査 調査地は五坪の北西隅に位置す
る。調査地の北で、平成 12年度に実施した市 H」443-

4次調査で、五・六坪坪境小路とその北側溝を検出して

いる。今回、五坪北端の様相確認を主目的として実施した。

基本層序は、造成土、耕土以下、灰茶色細粒砂、暗橙

灰色細粒砂、灰茶色シルト質細粒砂、橙灰色中粒砂～シ

ル ト質細粒砂と続き、地表面から0.8～ ■Omで、黄灰

色～灰色細粒砂の地山に至る。また、発掘区北半には南

東から北西に流れる自然流路がある。北岸を検出した

が、南岸は発掘区外である。地山上面の標高は 73.2～

73.3mで、遺構はすべて地山上面で検出した。

検出遺構には、弥生時代の上坑 1(S K 01)、 奈良時

代の掘立柱建物 4棟 (S B 212～ 215)、 掘立柱塀 5条

(S A 207～ 211)、 溝 1条 (S D 103)、 井戸 1基 (SE
501)の他、耕作に関連すると考えられる素掘溝がある。

以下、主な遺構について述べる。 S K 01は 直径 0.6m、

深さ 0.3mの 土坑である。弥生土器の甕底部の破片が少

量とサヌカイトの剥片 1点が出土した。 S A 210は 東西

方向の塀で、 5間 (10.Om)分を検出した。発掘区外東

に続 く。 S B 214は 桁行 4間 (10,Om)、 梁間 2間 (4.5

m)の南北棟建物である。 S B 215は 梁間 2間 (3.6m)
の東西棟建物で、桁行 1間 (1.8m)分 を検出した。 S

-145905

6袴灰色ンルト 明灰色熱I粒砂混   11明 灰茶色糾粒砂 暗橙灰色剤II砂混

B214。 215は 、両建物の柱抜き取 り痕跡から8世紀後

半～末の遺物が出土した。 S D 103は 幅 ■Om、 深さ 0.2

mの東西方向の素掘溝で、長さ7m分を検出した。発掘

区外東に続く。 8世紀の土師器、須恵器が出土した。重

複関係からS A 208。 S B 215よ りも古い。 S E 5011よ

井戸の枠抜き取 り痕跡で、南北 2.8m、 東西 2.lm、 深

さ2.8mである。 8世紀後半～末の土師器、須恵器、 9

世紀後半～ 10世紀前半の上師器、黒色土器A類、平瓦

が出土した。S K 603は南北 3.Om、 東西 3.5mの土坑で、

深さ0.45mである。S X 801は 東西方向の溝状の落ちで、

発掘区北端の最深部は深さ0.3mである。 8～ 9世紀後

半の土師器、須恵器が出土した。重複関係からS X 801

は耕作に関連すると考えられる素掘溝よりも新しい。

(池田富貴子 )

~19900       ~14890

第495-1次調査 遺構平面図 1/300

1遣炭i
2糾土

3灰茶色細粒砂

4暗橙灰色柵粒砂

7明灰恭色in壮砂

S橙灰色中�砂

00共灰也中粒砂

12晴灰色粕]壮砂 茶禍色シルト混
1囃灰掲色熟1粒砂

Hl旨灰褐色シルト 橙灰色シルト混
5暗灰～本灰色細壮砂含シルト 10明灰茶也細粒砂合シルト (SX801)151吉 灰色粒砂柵

lαJ(灰也和1粒砂 (地山)

第495-1次調査 東壁土層図 (1/80)

第495-1次調査 北発掘区全景 (南西から) 第495-1次調査 南発掘区全景 (北西から)
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第 495-2次 の調査 調査地は、五坪の北東隅に位
置する。調査地の北には五・六坪坪境小路、東には四・

五坪坪境小路が想定されている。今回、これら周辺の条

坊に関連する遺構の確認を主目的として実施した。

基本層序は、造成土、耕土以下、明灰茶色細粒砂、淡

茶灰色細粒砂、暗灰～茶灰色細粒砂、明灰色細粒砂、明

橙茶灰色シルト、暗橙灰色シルト、明茶褐色シル トと続

き、地表面から1.lmで責灰色～橙灰色シル ト～細粒砂

の地山に至る。地山上面の標高は発掘区の北端で 71,8m、

南端で 72.lmである。遺構はすべて地山上面で検出し

たが、発掘区北端から南へ 3m程度の範囲に概ね 0.3m
の厚さの整地土が広がることを確認した。

奈良時代の遺構には、五坪の東を画する築地塀 (S

A216)と その雨落溝 (S D 104)、 素掘溝 (S D 105・

106)、 柱穴がある。 S A 216は 南北 1間 (3.Om)分を

検出。築地の西添柱の可能性がある。雨落溝 S D 104は

溝幅 3.Om以上、深さ0.3mの南北方向の素掘溝で、東

肩を検出したが、西肩は発掘区外である。溝底の標高

は南端で 71.56m、 北端で 71.46mで ある。溝内埋土は、

上層が暗褐色細粒砂、下層が茶灰色～黄灰色シルトに大

1耕土

2淡灰色細粒砂

3明灰茶色細粒砂

4暗灰～茶灰色細粒砂

5暗橙灰色シル ト含明灰色細粒砂

6明茶褐色シル ト含明灰色細粒砂

7橙茶掲色細粒砂

8橙灰色シル ト

9青灰～茶灰色中粒砂

10青灰～橙灰色中粒砂含橙灰色シル ト

lユ 橙灰色シル ト含青灰色中粒砂

12茶灰褐～暗栓褐色細泣砂

13暗褐色細粒砂

14茶褐色シル ト含暗灰色細粒砂

15茶灰色細粒砂含黄灰色ンル ト

16黄灰色ンル ト含茶灰褐色シル トブロック

17青灰～橙灰色中粒砂 (地 山)

(12～ 16 SD104)

第 495-2次調査 北壁土層図 1/60

別される。S D 105は南東から北西へ斜行する幅 0.3m、

深さ0.2mの溝で、遺構内には暗褐色細粒砂が堆積 して

いた。出土遺物はなく、 S D 104と 同時期に埋没する。

S D 106は 上層埋土が S D 104と 似ており、 S D 104の

あふれの可能性がある。

遺物の大半が築地雨落溝 S D 107か ら出土している。

S D 107の 出土遺物には、土師器、須恵器、軒丸瓦、軒

平瓦、九瓦、平瓦、樽、刀子がある。 S D 107の 下層埋

上には8世紀後半の、同上層埋土には8世紀末～ 9世紀

初頭の遺物が含まれる。 S D l10か らは、軒丸瓦 6313

型式 D種、軒平瓦 6685型式 A種、同 6710型式 C種が

出土している。 (池田富貴子)

l

大

・
‐４５９０

第495-2次調査 遺構平面図 1/200

-19800

第495-2次調査 北発掘区全景 (南から) 第495-2次調査 南発掘区全景 (北から)
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(3)平城京右京二条三坊四坪の調査

調査地は、平城京右京二条三坊四坪の北西部に位置す

る。調査地の北に三 。四坪坪境小路が想定される。発掘

区の南で、平成 6年度に市 H」 第 293次調査、発掘区の

西で平成 9年度に市 HJ第 378-2次調査を実施してお

り、三・四坪坪境小路南側溝、四坪の北辺築地とその雨

落溝などを検出している。今回、条坊に関連する遺構の

確認を主目的として実施した。

基本層序は、造成土、耕土以下、明灰色細粒砂、橙灰

色細粒砂、明灰色細～中粒砂、暗褐色細粒砂、橙灰色シ

ルト含青灰色細粒砂、橙茶灰色シルト含マンガン、暗灰

青色中粒砂と続き、地表面から■2mで黄灰色シル トの

地山に至る。地山上面の標高は71.65～ 71.7mである。

遺構はすべて地山上面で検出した。

奈良時代の遺構には、四坪の北辺築地 (S A 202)と

その雨落溝 (S D 106)、 掘立柱建物 2棟 (S B 292・

293)、 掘立柱塀 1条 (S A 291)と 、浅いくばみ状の遺

構 S X 801がある。 S D 106は 幅 4.0～ 5.Om、 深さ 0.1

～ 0.3mである。南へ広がる浅い部分は上層、北側の深

い部分は下層である。後述するS A 291と の重複関係か

らあふれなどが原因で、当初の掘形より幅広 くなってい

ると考える。 S A 202は 添柱痕跡を検出していないが、

市 HJ第 378-2次 の調査成果から北辺築地と考える。

S A 291は H」 第 293次調査で検出した柱穴と合わせて、

南北 4間 (4.8m)の塀 となる。北端の柱穴は S D 106

の上層を掘削後に検出しており、 S D 106が南へ広がる

前の遺構と考える。重複関係から、 S B 292は S A 291

よりも新しい梁間 2間 (3.6m)の東西棟建物で、桁行

1間 (1,9m)分 を検出した。 S A 291と 重複する北西

隅の柱穴は、 2回作 り直された後、柱が抜き取られてい

る。 S B 293は 、桁行 2聞 (3.3m)以上、梁間 2間 (4.2

m)の東西棟建物である。東側柱列は HJ第 293次調査

区まで続 く。北側柱列は HJ第 378-2次調査区までは

9明褐色Im粒砂

第494-2次

続かず、両発掘区間で収まる。 S B 292と は建物位置は

重複するが、新旧関係は不明である。 S X 801は 、くぼ

み状の遺構で、重複関係からS D 106、 S A 291よ りも

古い。遺構内には、灰茶色シル トが 0.05～ 0.lmの厚

さで、 2m四方の範囲に堆積している。

出土遺物には、土師器、須恵器、軒平瓦、九瓦、平瓦、

え斗瓦、碑、石器、石製品がある。 S D 106か らは、 8

世紀後半～末を中心とした遺物が出土し、上層と下層の

出土土器には、明確な時期差は確認できなかった。また、

上層の出土土器には、9世紀的に見えるものもあったが、

溝内の大部分は8世紀末頃にはほぼ埋没していたものと

考えられる。 S X 801、 掘立柱建物・塀の柱穴の出土土

器には、詳細な時期が分かるものは少ないが、建物とし

てまとまらなかった柱穴の 1つから、 8世紀後半の土器

が出土している。掘立柱建物・塀の重複関係からみて、

3時期以上の変遷が確認できる。 (池田富貴子)

1境乱
2造成土

17橙茶灰色シル ト含マンガン
10明灰色細 中粒砂 (暗褐色糾粒砂混)18茶褐色シル ト含明灰色細粒砂

3旧耕■         ■ 橙灰色シルト含青灰色細粒砂  19暗灰青色細粒砂含橙褐色シルト
4暗灰色細粒砂(橙灰色細粒砂混)12暗橙褐色細粒砂        20暗 灰青色細粒砂含む茶褐色シルト
5明灰色細粒砂      13橙 褐色細粒砂(明灰色細粒砂lPL)  (18～ 20 SD106)
6澄灰色細粒砂(明灰t細粒砂混)14暗灰青色中粒砂(暗褐色中粒砂混)21暗泰褐色シルト含細粒砂
7暗灰色細粒砂(暗灰色粘土混)15黄灰色シルト(明灰色ンルト・IL)22黄灰色ンルト(地山)
8明灰色細 中粒砂    16暗 灰青色細粒砂

第494-2次調査 発掘区東壁土層図 1/100

第494-2次調査 遺構平面図 1/200

第 494-2次調査 発掘区全景 (南から)
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(4)平城京右京二条三坊一坪の調査

調査地は、平城京右京二条三坊一坪の北辺部中央に当

たり、すぐ北には一条南大路が通る。現況は駐車場で、

それ以前は水田であった。過去に一坪内で実施した調査

は 3件 (市 HJ第 51次 。第 378-6次調査、国 183-

18次調査)あ る。一坪内は、坪の中央を西から東に流

れる旧流路があり、余負時代をはじめ室町時代の掘立

柱建物や井戸を検出しているが、全体的に建物をはじ

め遺構密度が希薄である。また、調査地の北東にあたる

一条南大路と西二坊大路の交差点付近で実施した市 HJ

第 480-2次調査で、南北方向の近世流路を検出してい

る。今回、一条南大路と一坪北半部に関する奈良時代以

降の土地利用の様相を把握することを主目的に調査を実

施した。

基本層序は、駐車場の造成盛土 (厚さ0.6m)の 下に

水田耕作土 。床土 (厚さ03m)が ある。遺物包含層は

確認できず、地表下 0。9mで黄灰緑色シルト (含細粒砂 )
の地山に至る。地山の標高は概ね 70.lmで ある。

遺構はすべて地山上面で検出した。耕作に関連すると

第 511次調査 発掘区西壁 (北端)上層図 1/100

-197101

―― -145500

第511次

考えられる南北方向の素掘 り溝や杭の痕跡を多数確認し

た以外は、発掘区北端で東西方向の溝状の落ち (SX
01)を 検出したのみである。 S X 01は東西長 7.5m以

上で、発掘区外に続く。国上方眼方位東で南にやや振れ

る。幅は 2.5m以上になるが、北端は発掘区外北に続く。

坑内を深さ lmま で掘削したが、最深部には到達してい

ない。埋土から近世陶磁器が出土した。土層観察の結果、

流水の痕跡は確認できないことと、堆積状況から、少な

くとも上層の0.2m程度は水田耕作土 (西壁土層図の「 4」

層)で、その下層は水田化した際の盛土 (同図の「 5・ 6」

層)である可能性が高い。

当調査地の西約 20mで実施した市 HJ第 51久発掘区

で S X 01を 検出していない。 S X 01は 当調査地と市

HJ第 51次調査地の間で途切れるか、国土方眼方位西で

さらに北に振れるものと考えられる。今回、一条南大路

に関わる遺構は検出できなかったが、 S X 01は検出位

置と規模を考えると、一条南大路の南側溝をVHk襲 したか、

あるいは元来「切 り通し」であった一条南大路を踏襲し

た可能性が高い。 (宮崎正裕)

――-145510

10m

．．．一４
●
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穂翠戦
ヽ
す恭
・

1造成盛土

2灰黒色細粒砂

3明灰色細粒砂

4灰色細粒砂

6暗青灰色細粒砂

(緑灰色シル ト砂礫 )

(混黄灰色ンル ト砂礫)7黄灰緑色シル ト

第 511次調査 発掘区全景 (南から)
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第 511次調査  S X 01(西から)第511次調査 遺構平面図 1/300
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(5)西大寺旧境内の調査 第16-1。 -2・ -3次

第16-1～ -3次調査 発掘区位置図 1/6,000
調査地は、平城京の条坊復原では右京一条三坊三・四

坪で、西大寺造営後は伽藍の東に隣接する寺地になった

と推定されている。 SD第16-1・ 2次調査地は三坪の

南半部中央にあたる。現状は駐車場で、その前は水田で

あった。SD第16-3次調査地は四坪の南東隅にあたる。

現状は宅地であるが、その前は四坪の南を画する一条南

大路の遺存地割の水田で、東を画する西二坊大路の遺存

地割の水田とともに周辺より1～ 2m低 くなっていた。

I.SD第 16-1・ 2次調査の概要
SD第16-1・ 2次調査地が位置する三坪内では、昭

和53年度に奈良国立文化財研究所が第H2-1次 調査

(490∬ )を実施し、奈良時代の掘立柱建物・塀、溝と中

世の土坑を確認したが、奈良時代の遺構は西大寺に関連

するのか、それ以前の宅地に伴うのかは不明である。

今回の調査は、発掘区を前述の国第112-1次調査と一

部重複して設定し、西大寺造営前の三坪内や造営後の寺

地内の様相を確認することを主な目的として実施した。

A.層序 基本的には造成土 (厚さ0.2～ 0.3m)、 黒灰
色砂質シルトの耕作土層 (厚さ0.2m)の下で明黄灰色砂

質シルト層の地山となる。地山上面が奈良時代の遺構面で、

標高はSD第16-1。 2次発掘区とも概ね71,7mである。

B.検出遺構 奈良・平安時代と室町時代の遺構があ
る。以下、主なものを記す。なお、遺構番号は奈良国立

文化財研究所と区別して付した。

奈良 。平安時代 掘立柱建物 2棟 (S B201・ 202)、

掘立柱列 4条 (S A203～ 206)、 井戸 1基 (S E501)、

土坑 2基 (S K601・ 602)、 性格不明遺構 1基 (SX
801)がある。

S B201は重複関係から後述の S E501よ り古いことが

わかる。掘立柱列のうちS A203・ 204は塀で、発掘区の

縁辺で確認した S A205、 S A2061よ建物の一部の可能性

がある。 S A2031よ S B202の西側柱列と柱筋を揃える。

S E501は一辺21mの平面隅丸方形で深さ0.9mの掘形

内に一辺0.9mの方形縦板組横桟止め構造の井戸枠を据え

る。枠材は一部が残る。枠内底部に据えた径0.3m、 深さ

0.2mの曲物を水溜とし、その周囲に礫を敷く。曲物内か

ら須恵質の円面硯が出土した。

S K601の 埋土からは奈良時代の土器片とともに戊や

銅津が出土した。付近で銅製品の鋳造が行われたことが

うかがえる。 S X801は、一辺1.2mの平面隅丸方形で深

さ05mの掘形の底部中央西寄 りに東西0.4m、 南北0.6m

の平面方形の礫敷きがあり、その周縁に土師器や須恵器

の甕片や平瓦片が立ち並んでいた。礫敷き上には木片が

残存した。掘形が明黄灰色砂質シルト層の地山でおさま

るため、井戸ではなく何らかの目的で礫敷き上に木製の

枠か箱を据えた可能性を考える。

室町時代 井戸 3基 (S E502～ 504)、 土坑 3基 (S
K603～ 605)がある。

S E502は 、径1.5mの 平面円形の掘形をもつ瓦積井戸

で、深さは2,lm。 底部に径0.6m、 深さ0.6mの桶を据え

て水溜とする。瓦積に利用した瓦は大半が平瓦で、他に

軒瓦や瓦質土器片も含む。水溜内から15世紀の土師器皿、

瓦器椀が出上した。 S E503、 S E5041よ ともに径12mの

平面円形の素掘りの井戸で、深さは1.2m。 前者からは14

～ 15世紀とみられる土師器皿片が、後者からは14～ 15

世紀とみられる瓦質土器摺鉢片が出土した。

S K603～ 605の埋土からは、14～ 15世紀の土師器・

瓦質土器・青磁や瓦埠類が出土した。

C.出土遺物 土器、瓦輝類、木製品等が遺物整理箱
70箱分出土した。大半は瓦簿類である。

土器 奈良 。平安時代の上師器 (杯 。甕 )、 黒色土器
A類 (器種不明)、 須恵器 (杯・甕・壺・平瓶 )、 須恵質

の円面硯と、室町時代の14～ 15世紀の土師器 (皿・羽釜)、

瓦器 (椀 )、 瓦質土器 (鉢・悟鉢)、 青磁 (椀)がある。

瓦Jla類 大半は室町時代の井戸 S E502の 瓦積みに利
用されたものである。平瓦・憂斗瓦 。埠のほか、奈良時

代の軒丸瓦 (6125型式A種、6235型式 C種、6236型式

F種、6316型式M種 )、 軒平瓦 (6663型式 B・ F・ H・

J種、6675型式A種、6710型式D種、6712型式Ga種、

6719型 式 A種、6721型 式DoDb種 、6732型 式 Q種、
6761型式A種、6764型式A種、6775型式A種)や平安

―- 10 -―



第 16-1次調査 A発掘区西半部 (東から) 第 16-1次調査 A発掘区東半部 (東から)

時代以降の軒九瓦 (巴紋 )、 軒平瓦がある。奈良時代の

軒瓦の多 くは西大寺旧境内や西隆寺跡で出土している。

なお、室町時代の土坑 S K603の 埋土からも平安時代以

降の軒丸瓦 (巴紋)、 軒平瓦や埠が出土した。

D.ま とめ 奈良～平安時代の遺構は、重複関係から
少なくとも2時期の変遷があったことが↓巴握できた。 S

D第16-1次発掘区の西寄りで大型の建物やその一部と

みられる柱列を確認したことから、この付近に大型の建

物が複数存在した可能性がある。

室町時代の遺構の形成時期は14～ 15世紀の間におさ

まるようである。井戸があることや土坑から出土した土

器の多くが日常雑器であることから、調査地付近が当時

居住地であった可能性がある。

I.SD第 16-3次調査の概要
SD第16-3次調査地が位置する四坪南東隅の一条南

大路の遺存地割と認識できる水田においては、南隣接地

で平成14年度にH」 第480-2次調査 (45ポ )を実施し

ている。調査の結果、耕作土下に暗灰色のシルトや粘土

が約 3m堆積することを確認し、水田化する前は流路で

あったことがうかがえた。

今回の調査は、四坪の南東隅の様相を把握することや

一条南大路の遺存地割と認識できる水田の形成過程を確

認することを主な目的として実施した。

〕
釜

井戸 S E 501(西 から)

井戸 S E 502(ヨ ヒから)

第 16-1次調査 B発掘区全景 (南西から)

性格不明遺構 S X 801(南から)

―- 11 -―



第 16-2次調査 A発掘区 (北から) 第 16-2次調査 A発掘区北部分 (北から)

第 16-2次調査 A発掘区 (北から)

|-ltJ760         1 119″ o

第16-2次調査 C発掘区 (南から)

|-197pl        l

第162次調査 A発掘区

SA203

第16‐2次調査 B発掘区

+

※SB03,SD10。 11:奈良時代
SK01・ 02・ 04・ 08・ 09:室町 R寺代

SD

SE504

第162次調査 C発掘区

第 161次 調査 A発掘区

|        |
第 16‐ 1・ 2次調査 遺構平面図 1/400
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_六

一          十

※ア ミ部分 は暗灰色粘土質 シル ト層の分布範囲

-145460

-145470

10m

調査地と周辺の水田 1/2,000(基 図は奈文研作成の地形図)

A.層序 基本的には、造成土 (厚さ1.4m)、 黒灰色
粘土質シルトの耕作土及び灰色砂質シルトの床土 (と も

に厚さ0.1～ 0.2m)の下で青灰色砂質シルトブロック・

シルト混じり砂層 (以下ブロック・砂層と記す、厚さ0,9

m)と なる。ブロック・砂層の下は、発掘区の西辺では

青灰色砂質シル トの地山、東辺では灰色砂礫層となる

ことを一部深く掘り下げて確認した。地山上面の標高は

68.6mで、周辺の調査地より2～ 3m低い。ただし、発
掘区の東部分と南西部分では床土の下が暗灰色粘土質シ

ルト層 (厚さ0.9m)に なり、その下で灰色砂礫層となる。

ブロック・砂層は、分布範囲がかつての水田地割とほ

ぼ対応することから、水田造成に伴う盛土の可能性があ

る。暗灰色粘土質シルト層と灰色砂礫層は水成の堆積層

で、層相から前者は湿地、後者は流路を反映するとみる。

B.遺構・遺物 遺構検出はブロック・砂層の上面で
行ったが、溝や土坑といった遺構はみられなかった。

出土遺物は、土器、瓦類、木製品が遺物整理箱 1箱分

ある。ブロック・砂層から室町時代 (14～ 15世紀)と

みられる瓦質土器浅鉢片が出土した。発掘区の東寄りで

確認した暗灰色粘土質シルト層から江戸時代 (17世紀中

葉以降)の肥前系陶器椀片が、同南西寄りで確認した暗

灰色粘土質シルト層から曲物、下駄、漆器椀等の木製品

がそれぞれ出土した。

C.ま とめ 発掘区南西寄りや東寄りで確認した暗灰
色粘土質シルト層は、南隣接地で平成14年度に実施した

市H」 第480-2次調査地で確認した耕作土下の堆積層
と様相がよく似ていることから、相互に封応すると判断

する。今回の調査地で確認した地山上面が周辺の調査地

より低いことや、層相及び暗灰色粘土質シルト層の出土

遺物の時期を勘案すれば、一条南大路の遺存地割が認識

できる水田は、室町時代以前の切通し状を呈する流路が

江戸時代頃に埋没した後に開発されたと考える。室町時

代以前の流路は、一条南大路の位置を踏襲することから

人為的に掘削されたもので、その際に四坪南辺部は切土

により大幅に改変されている可能性がある。 (安井宣也)

第16-3次調査 遺構平面図 1/400

LH:714m

8

1造成±          6
2黒灰色粘土質シルト (耕土)7
3暗灰色粘土質シルト    8
4灰色砂混じリシルト質粘±  9
5灰色砂質シルト

青灰色砂質シルトプロック・シルト混じり砂

青灰色砂質シルトブロック・砂質シルト

灰色砂礫

青灰色砂質シルト (地 山)

第 16-3次調査 発掘区全景 (西から)

第 16-3次調査 発掘区西壁 (南東から)
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第 16-3次調査 発掘区西壁断面図 1/100



2,JR奈良駅南特定土地区画整理事業に係る調査平城京左京五条五坊-1二坪、東四坊大路、条間北小路の調査 第506次

調査次数   HJ第 506次               調 査 期 間  平成15年 11月 7日 ～平成16年 3月 3日

事業内容   JR奈 良駅南特定土地区画整理事業    調 査 面 積  638∬

届出者名   奈良市長                調査担当者  立石堅志、原田憲二郎

調 査 地   奈良市大森町123-1他

発掘区位置図 1/6,000

奈良市教育委員会では、平成13年度から事業地の発

掘調査を実施しており、今年度で3年 目となる。昨年度

までに、9箇所4,703ど の発掘調査を行った。今年度は連

続立体交差関連公共施設整備事業に係る調査として実施

した。事業地はJR大和路線、桜井線および主要地方道

奈良生駒線の南に広がる水田地帯であり、東から西へと

緩やかに低くなる沖積地上に位置する。また、事業地中

央には用水路が西流している。南北方向の地形はこの用

水路付近に向い緩やかに下がっている。今回の調査地は

事業地の最東端で、」R桜井線に接する位置にある。

調査は昨年に引き続き、平城京左京五条四坊十六坪、

五坊―・二坪及び東四坊大路・条問北小路の想定地で行

い、当初2箇所、計880∬の発掘区を設定した。後に遺

-147210

構の密度が高いことなどから1箇所638∬に調査箇所を

減じ、総面積を縮小して実施した。検出した遺構には弥

生時代と奈良時代以降のものがある。昨年度の調査に引

き続いて、当該調査地周辺に弥生時代の遺跡が広がるこ

とを明らかにし得た。なお、報告に際して用いる遺構呑

号については、昨年度までの例に従い、坪ごとに古墳時

代以前の遺構に2桁の番号を、奈良時代以降のものに3桁

の番号を付している。これらの番号は今後の各坪調査で

の通し番号とする。

I.は じめに

東四坊大路と五条条間北小路との交差点、およびこれ

に面する五坊―・二坪の各宅地の一部にかけて、638∬

の範囲で発掘区を設けた。発掘区北側で、昨年度実施

した HJ486次発掘区と接する位置にある。

発掘区内での基本的な土層序は、耕作土である黒褐色

土以下、灰色砂質土、灰褐色砂質土と続き、現地表下約

0.4mで黄白色粘土または黄褐色粘土を主とする地山と

なる。発掘区内での地山は、東から西へ向かって緩やか

に低 くなっており、また、南北の方向では中央の条間北

小路付近に向かって緩やかに下がる。東四坊大路と条

間北小路との交差点付近では、流水による浸食の影響で

さらに低 くなっている。地山の標高は発掘区北東で64.2

m、 北西で64.Om、 中央東で64.lm、 同西で63.9m、 南

東で64.2m、 南西で63.9mである。発掘区北端では、こ

の地山上面に弥生時代後期の遺物を包含する責灰色粘質

上の地積が認められる。昨年度実施 した市 HJ486次 調

-147,215

1授乱■

2黒褐色上

8灰色f/質 上 (床 :L)

4灰色砂質上

5灰 色lh質 土 (■五理土 )
6茶褐色粘質土 (S D 106埋 土)

7暗灰褐色ll土 (S D 100埋 土)

8灰色粘砂 (S D 102理 ■)

0茶掲色砂質■ (S D 102埋 ■)

10灰色砂質土 (S D102埋 土)
11灰 褐色粘土 (地口1粘土プロック含む

12灰 色粘土 (S D 102埋 土)

13灰 色砂 (S D 102理 土)

141音茶鶴色粘土 (S D 102埋 上)

15灰褐色粘質上 (S D101埋 土)
16灰色砂質上 (S D 101埋 土)
17茶褐色砂質上

S Di02埋 ■)      18灰 褐色砂資土

o                           4m

第 506次調査 発掘区東壁土層図 1/80
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査区の南辺でも同様の堆積土を検出しており、これに続

く弥生時代の遺物包含層である。また、発掘区南東隅で

も同様に、地山の黄褐色粘土上面で弥生時代の遺物が出

土する溝を検出している。今回の発掘区内ではこれ以外

の弥生時代の遺構は確認できなかったが、発掘区南へ更

に広がる可能性を示した。

Ⅱ.検出遣構

造構は、前述の弥生時代の遺構以外は奈良時代以降の

-16,460

|

もので、基本的に黄褐色粘土もしくは黄白色粘土の地山

上面で検出した。検出遺構には、東四坊大路、同東側溝、

五条条間北小路、同南北両側溝、橋、側溝護岸、五条五

坊一坪の西面及び南面を限る築地塀、同雨落溝、り,水暗

渠、掘立柱建物・塀、溝、土坑がある。また、東四坊

大路と五条条間北小路との交差点を検出したが、条聞北

小路の北側溝が大路路面を横断し、西に流れることが明

らかとなったことは特筆すべき事である。

蟷沌

第506次調査

第506次調査 遺構平面図 1/200
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S F1601は東四坊大路である。東四坊大路は、昨年

度北側での市 H」486次調査で東西両側溝を検出してお

り、側溝心々間距離で17.4mの幅員があることが明らか

になっている。今回の調査では東側溝を検出し、東側溝

西肩から約12m分の路面を検出した。路面上には、こ

れまでと同じく特に舗装などの造作は見られなかった。

路面の横断面形状は、HJ486次調査では東側溝から西側

溝への片流れとなっていたが、今回の発掘区内では路幅

の中央付近から両側溝へ向かい緩やかに下る蒲鉾状と

なっている。また、大路の中軸線に合わせて、条間北小

路北側溝 S D1021こ 橋 S X803が架けられていた。この

橋近くでは、側溝流水の溢れによる浸食を受け、側溝の

最終埋没段階では通行可能な路面として幅3m程度が残

るのみであった。この状況は、条間北小路北側溝 SD
102の南側の大路路面でも同様にみられ、側溝流水が路

面へ想像以上に大きく溢れていたことが窺える。更に、

条間北小路北狽1溝が横切るところの大路の路面には、流

水による地山の浸食痕が非常にはっきりと細い溝状に

残っていた。

S F0102は五条条間北小路である。南北両側溝を検

出してお り、側溝心々問距離で6.7mの幅員がある。平

成13年度 H」477-1次調査において、左京五条四坊坊間路

との交差点付近で同小路南北両側溝を検出しており、こ

の際には側溝心々間距離が5.8mであることが明らかに

なっている。大路路面と同じく、路面上に舗装などの造

作は認められなかった。小路の中軸線よりやや南寄 りで、

東四坊大路東側溝 S D 1041こ橋 S X802が架けられる。

S D104は 東四坊大路東側溝である。条間北小路北側

溝 S D102よ り北側では幅2.2～ 2.5mで南に流れる。こ

れが後に路面側へと溢れ、最終埋没段階には幅8m余 り

にも広がる。宅地側の溝肩は垂直に近く落ちるのに対し、

路面側は溢れによってなだらかとなる。宅地側からの深

さは0.6m。 一部に溝肩の浸食を防ぐため、護岸を設け

ている箇所を認めた。うち、護岸 S X804では側板とこ

れを留める杭を検出した。護岸 S X805では、杭の痕跡

のみが溝底両側に並ぶ。溝底の標高は北端最深部で63.6

m、 条間北小路北側溝 S D102への合流部では63.3mで

ある。一方、条間北小路北側溝 S D102の 南側でも、当

初幅2m程度であったものが路面側への浸食により35m

程度へ と広が り、最終的には7.5m以上にまで溢れる。

また同じく宅地側からの深さは0.6mで溝肩が垂直に近

く落ちるのに対し、路面側はややなだらかに落ちる。条

間北小路南側溝 S D101と 合流し、橋 SX8021こ あたると

ころで流水による溝底の扶れが見られ、やや溝が深くな

る箇所がある。溝底の標高は南端最深部で63.5m、 条間

北小路北側溝 S D102への合流部では62.9mで ある。こ

の溝底の標高差から見ても、東四坊大路東側溝 S D104

の排水は南北ともに条間北小路北側溝へ集められ西へ

流されていたことは確実であろう。溝埋土は大きく4層

に分けることができる。最下層は灰褐色砂質土もしくは

一部に灰色砂、第2層は茶褐色砂質土もしくは灰色粘土、

第3層 は灰褐色粘質土であり、最上層に灰色粘砂が地積

する。この第3層以上が堆積する段階でほぼ側溝は埋ま

り、大きく路面上へ溢れているようである。さらに最上

層が堆積する段階に至ると、交差点付近は溢れた水で湿

地状となり、路面の高い部分だけがかろうじて道路の形

態を保っていたような】犬態であったろうことが窺える。

S D102は 五条条間北小路北側溝である。幅2.5m、 検

出面からの深さ1,3mの溝。西に流れる。一坪の宅地側

である溝北肩は垂直に落ちるのに対し、路面側である

南肩はやや緩やかに落ちる。溝はこの周辺の基幹水路

となっており、頻繁に溝浚えが行われていたようであ

る。このため浚渫の困難な橋 S X803の 構築される部分

の溝底が他の溝底よりも一段高い状態に残っている。こ

の橋 S X803の上流部分のS D102内の下層と第2層 に

は、多くの祭祀遺物が溜まっていた。人面墨書土器やミ

第 506次調査 発掘区全景 (東から)

東四坊大路東側溝 SD104(北から)
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ニチュア土器、斎串、大型人形等がある。さらに、側溝

北岸に接して多 くの馬の骨が出土していることも特筆す

べきであろう。溝底の標高は東端で、63.Om、 東四坊大

路東側溝 S D104と の合流箇所で62.9m、 橋 S X803の

溝底で63.lm、 西端で62.8mと なる。滞埋土は基本的に

4層であり、下層から灰色粘土もしくは灰褐色粘土、灰

色砂質上、茶掲色砂質土であり、最上層に灰色粘砂が堆

積する。最上層の段階では南に4.5～ 52mほ どに広がり、

条間北小路路面から南側溝上面にまで大きく溢れる。ま

た、最下層に灰色砂が堆積するところもある。

S D101は条間北小路南側溝である。素掘 りの溝で、

発掘区西端では幅1.5m、 検出面から0.25mと他の条坊側

溝に比して狭 く、浅い。東四坊大路東側溝 S D104と の

合流部に向かうにつれ、徐々に深くなるとともに路面側

へ広がり、幅2m程度になる。溝底の標高は東端で64,Om、

合流部で63.5mで ある。坦土は基本的に2層 あり、下層

から灰色砂質土、灰褐色粘質土である。東四坊大路東側

溝 S D104と の合流部に近づくにつれ、最上層に条間北

小路北側溝 S D102か ら路面を越えて溢れた灰色粘砂が

溜まっていた。

五条条間北小路南側溝SD101(手前)と SD102・ SD104の合流部 (商東から)

S X8021よ 条間北小路 SF0102の 中軸よりやや南に合

わせて、東四坊大路東側溝 S D104に 架けられた木橋で

ある。溝肩に杭を打ち込み、これに橋桁、橋板を架ける

構造であると考える。橋板は既に崩落していたが、一部

流出せずに落ち込んでいるものも見られた。造り替えは

見られない。ただ、溝がほとんど埋没した状態で、小路

路面から大路路面まで人頭大の石を置き、飛び石状の石

橋を造っている。

S X803は 東四坊大路 S F1601の中軸に合わせて、条

間北小路北側溝 S D1021こ 架けられた木橋である。溝肩

に杭を打ち込み、これに橋桁、橋板を架ける構造である

と考える。橋板は既に崩落していたが、一部流出せずに

落ち込んでいるものも見られた。橋脚の杭の並びや打ち

込み深さなどから、橋は最低3時期の造 り替えがあるこ

とが窺える。更に最終段階では橋 S X802と 同様に大路

路面から溝を越え対面の路面まで人頭大の石を置き、飛

び石状の石橋とする。また、当初の橋板が落下した時点

で、橋板の一部を用い護岸する。

S D105・ 106は東四坊大路東側溝 S D104、 条間北

小路北側溝 S D102と 約1.4～ ■7mの空間を隔て平行す

る素掘 りの溝である。幅1～ ■2mで、検出面からの深

さ0。2～ 0.3m。 宅地を囲むようにL字状に曲がる。溝埋

土は茶褐色粘質土である。偵I溝との間に坪を限る何らか

の閉塞施設があり、その雨落ち溝となろう。ただ、検出

した空間の幅を考えると、築地塀を想定することは難し

く、小規模な土塀もしくは掘立柱塀であったろうか。

S D107は 前述の雨落ち溝から条間北小路北側溝 SD
102へ繋がる溝である。幅0.4m、 検出面からの深さ02m

の素掘 り溝で、溝壁面は垂直で溝底は平らである。暗渠

となろうか。

S A201・ 202は条坊側溝と前述の雨落ち溝 S D105・

106に挟まれた平坦な空間地である。一坪の南・西を限

る閉塞施設の存在を考える。ただし、土塀などの痕跡は

全 く残っていない。

S A203は S A201の 空間地に並ぶ掘立柱列である。

重複関係からA・ Bの 2時期がある。 S A203Aは 空間

地の中央で南北4間の柱列を検出した。柱間は北から1.8

-1.8-21-2.7mで ある。 S A203Bは Aの柱穴に重複

する南北3間 の柱列。柱間は北から1.8-3.6-2.4mで あ

る。これらの柱列はおそらくは閉塞施設の一部であろう。

特にA列は柱穴の深さも深 く規模も大きい。ただし、南

北に繋がる柱穴が認められないためその詳細は不明。

S X 801は 一坪の南西隅、塀 S A201が S A202へ曲

がる角につくられた、東西2.lm、 南北lmの平面長方形

の上坑である。坑底は西に下が り、東四坊大路東側溝

五条条間北小路北側溝 SD102と SD104(北から)
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木橋 SX802検出状態 (南東から)

S D104に 開く。検出面からの深さ約0.5m。 坑内の長辺

に沿って側板を立て、径2cm程度の杭を打ち、留める。

その後裏込上で側板を押さえるものであろう。当初は溝

S D108で、条間北小路北側溝 S D102に繋がっていた

が、後に溝が先に埋められたものと考える。坑底の標高

は西端で63.4mで ある。

S D108は S X801か らS D102に 繋がる溝である。

幅0.4m、 検出面からの深さ0.3mである。溝肩は垂直に

掘り下げられ、底は平坦に近い。溝底の標高は63.6m。

S D108、 S X801の両遺構の性格については、坪の

この位置に構築する遺構の類例がなく、現状では不明で

ある。また、溝 S D108の 溝底の標高と条坊側溝のそれ

を比較するとかなりの高低差があり、どのような状況で

これが機能していたのかを窺い知ることはできない。

S A204は 東四坊大路路面上で検出した小土坑列であ

る。条間北小路 S F0102の 路面南端及び橋 S X802の 南

端に合わせ、東西に並ぶ。西端はほぼ橋 S X803の東端

に位置を合わせ止まる。ほぼ0,7m間隔で並ぶ小土坑は、

平面は一辺0.4mの方形であるが、いずれも掘形が浅 く

底面に凹凸がある。柱を立てたのではなく、石を据えた

ような痕跡に見える。またこの上坑列東端の土坑から南

に lmの ところに、土坑 S K601がある。こちらは掘

形も深 く柱穴であろうと考える。ただしこれに続 く柱穴

はない。ともに、橋と小路の位置を意識しているように

見え、何らかの標識とする意図があったのであろうか。

S Dl13は 条間北小路路面から橋 S X802上 を通 り、

東四坊大路路面へ続 く、幅1.5mで平行する2条の溝であ

る (a・ b)o荷車などの轍の痕跡と考えられる。東四坊大

路東側溝 SD104が ある程度埋没 した段階で、崩壊 した

木橋を覆う埋土の上面に人頭大の石を置き、石橋とした

時期の遺構である。

S D109～ 112は条聞北小路 S F0102の路面で検出し

た、ほぼ1.8m間隔で平行する4条の溝。溝は、国上方眼

大型の人形木製品出土状態 (南から)

方位北で東に10° 振れる。各溝は、それぞれ幅0.3m、

検出面からの深さ0.3m程の素掘溝で、埋土からは奈良

時代の遺物が出土。条問小路の両側溝の埋没よりも早く

に埋まっているが、側溝開削の当初には開いていた可能

性もある。これと同様な溝が東四坊大路路面上にもある。

SDH4～ 118は東四坊大路 S F1601の路面で検出し

た、ほぼ1.5m間隔で平行する5条の溝。こちらの溝はほ

ぼ国土方眼方位に沿う。溝の幅は、それぞれ0.2m程度、

検出面からの深さ0,2m程度の素掘溝である。同じように

大路東側溝 SD104の埋没よりも早 くに坦まっているが、

大路側溝開削当初の時期には開いていた可能性もある。

SDH9は SDH4～ 118に重複する溝で、これらの溝
よりも新しい。昨年度調査町 486次発掘区から続く。幅0.2

m、 検出面からの深さ0。2mの素掘溝である。 S D 1201よ

S Dl19の南で検出した幅0.2m、 検出面からの深さ0。lm

程度の溝。全長4.4mを確認した。北で西に振れる。 SD

105は発掘区南東隅で検出した幅0.3m、 検出面からの深

さ0.3mの素掘溝である。二坪宅地内での溝。 S D109～

112ま での溝と同方位を示す。埋土から8世紀代の遺物

が出土。 S D106は 同じく発掘区南束部、二坪の宅地内

で検出した溝である。東四坊大路東側溝 S D104、 条問

北小路南側溝 S D101か ら約3m離れ、これに平行するよ

うにL字状に曲がる。条坊側溝に平行することから、残

存状態が悪いが坪北西の閉塞施設の雨落ち溝であった可

能性も否定できない。全長3.5m程度を検出。溝埋土から

の出土遺物はなく、時期は不明である。  (立 石堅志)
出土遺物 弥生時代の土器、石器、 8～ 9世紀初頭に

かけての瓦導類、土器類、土製品、銭貨、金属製品、木

製品、漆製品、石製品、鋳造関連品、獣骨、種子類が合

わせて遺物整理箱112箱分と、木橋 S X802・ 803の部

材77点がある。弥生時代のものは、素掘溝と遺物包含

層のほか、条坊道路側溝等から出土した。土器は、小片

で詳細な時期は不明であるが、庄内式と思われる破片も
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ある。石器には、弥生時代遺物包含層から出土した花尚

岩製敲石 ?1点、凝灰岩製磨製石斧 ?l点、剥片 2点、

条坊道路側溝等から石鏃 1点、削器 1点、掻器 3点、楔

形石器 4点、二次加工のある剥片 1点、剥片15点、砕

片 1点、原石 1点がある。特に記述のないものの材質は、

サヌカイトである。奈良～平安時代のもののうち、瓦埠

類、土製品、銭貨、金属製品、木製品、石製品、鋳造関

連品、獣骨、種子類は表にまとめた。末尾の数値は基本

的に破片数だが、接合したり、明らかに同一個体と判別

できるものは 1点に数えた。瓦埠類には他に丸瓦・平瓦

がある。

条坊道路側滞や同時期の遺構で出土した土器類には、

土師器杯・皿・杯蓋 。椀 。高郭 。奏・壺・鉢・盤 。羽

釜、竃・甑・ミニチュアの電と甑と壺、須恵器杯・皿・

杯蓋・椀 。高郭・奏・壼・重蓋 。鉢・盤・羽釜・平瓶・

横瓶・ミニチュアの壼蓋と平瓶、黒色土器 A類杯・皿・

椀、灰釉陶器椀がある。以上には、墨書のあるものがあ

り、判読可能なものを表にまとめた。また、窯記号と考

えられるものを含む線刻を施したものが16点、人面墨

書土器 (土師器奏 。壺 B)が20点ある。この他に製塩
土器の小片が遺物整理箱 1箱分ある。陶硯類は円面硯が

3点あるが、このうち脚部に胡人の頭部を意匠したもの

が 1点ある(写真)。 残存する破片は高さ6.5cm、 幅8.1 5cm、

厚さ3cmである。また、須恵器杯 B底部外面や蓋内面を

利用した転用硯がある。

木製品は、橋の部材を除くと遺物整理箱10箱分あり、

その大半が部材などを割り裂いて新などに使用した燃え

さしや、用途不明品、剪定した枝類などである。

漆製品はS D102第 2層からの乾漆箱がある (写真)。

(内面)

一番大きな破片が底面の一角で長辺16.5cm、 短辺10.9cm。

側の破片は高さ5.9cm。 底面との接点がないため、正確

な高さは不明だが、6.Ocm程に復元できる。詳しい分析

は行ってないが、構造は粗布を芯に両面に漆を塗 り重

ね、外面は砥の粉漆のような光沢のない仕上げになって

いる。内面は紙を1層貼って黒漆を薄く塗る。側縁の芯

は、さらに外側に幅61mll程の布を貼っている。表面の粗

さから未製品の可能性もある。漆に関しては、他に土師

器や須恵器の壺、皿の内面や底部外面に漆が付着したも

のがS D104最下層～第2層、 S D102最下層～第 3層、

S X801の最上層から合わせて18点が出土。 (原田香織)

出土遺物一覧

遺構 瓦導類 土製品 銭・金属製品 木製品 (主なもの) 石製品 鋳造関連品 獣骨 (馬 ) 種子類

SD104最 下層 肝平 :型式不明 1、 簿 1 土馬 9 神功開賓 l 横櫛 ユ
千枚者加工屑 1、 凝灰岩

製部材 1、 鉄津 4

桃核 47、 クルミ留

3

SD104第 2層

軒平 :6666A l、 66箭 A2、

6703A l点 、 型 式 不 明 1、

三彩丸瓦 1

土馬 6 小片

SD104第 3層 lT九 :型式不明ユ

SD104最 上層 肝丸 :型式不明 ユ 土馬 3、 土錘 1 荒紋岩製不明石製品 1

SD102最 下層 肝平 :6644C l、 輝 2 鉄釘 1

大型人形 1、 人形 1、 斎

串 2、 矢形 ?1、 刀形か

桧扇 1、 留針 Pl

下顎骨 1、 脚

部10

桃 核 32、 梅 核 8、

栗皮 7、 ウリ類種子

10

SD102第 2層 簿 3 土馬 4

銅 製帯金具 (餃

具 )1、 佐波理

製毀る 1

馬形 1、 横櫛 2、 人形 ?1、

曲物蓋板 1、 曲物底板内

面漆塗 りと、留針 ?2

下顎骨 1 右

半部 l、 脚部

7

桃 核 68、 梅 核 2、

クル ミ殻 2、 栗皮

2、 瓢箪皮 l

SD102第 3層 簿 2点 土馬 6、 土錘 l 田部 1

'D102最
上層

軒平 :664A l、 6682B l、

6685A l、 672111、 型 式

不明 1、 簿 n
土馬 2

榛原石製部材、滑石製

RI?1、 被熱した凝灰岩

片 l

りし核 1

SD104・ 102最上層 軒平 :6703A l点 、簿 1点 ガラスII渦 1

SX801最 下層 桃核 1

SDl饂 のあふれの埋土 噂 2 土馬 1、 不明土製品 1 電年通密 1

SA204 歯片 2

SDl13 兆核 1

SDl14 土馬 1

SDl16 土馬 1
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Ⅲ まとめ                       の過程を明らかにすることができるであろう。最後に今

今回の調査では、東四坊大路と五条条間北小路の交差  回検出した条坊遺構の国土座標成果を記し、今後の参考
点を明らかにすることができた。道路の交差点での調査   とする。                (立 石堅志)

例はこれまで20数例が知られているが、大路、小路そ

れぞれに側溝を検出し、かつ架橋遺構を残していた例は   東四坊大路東側溝
無く、非常に貴重な成果を得ることができた。また、大   X=-147,210.O      Y=-16,447.0
路の路面を条聞小路の一方の偵I溝が横切り、排水が図ら   同西側溝 (H」486次成果)
れる例も希有である。平城京条坊計画の施工に当たり、   X=-147,192.O      Y=-16,464.08
どの程度当時の地形が影響したのかを考える上で良好な   五条条間北小路北側溝
資料になると考える。条坊遺構を今回のように広範囲に   X=-147,210.45      Y=-16,455,0

渡って検出した例は無く、今後出土遺物の検討が進むこ   同南側溝
とにより、当該地での条坊遺構の存続と廃絶に至るまで   X=-147,217.45      Y=-16,440.0

出土墨書土器一覧

番号 出土遺構 種 類 器種 記載位置 釈文 文字情報 土器の時期 備 考

1 SD104最下層 須恵器 不Aヵ 皿 A ミ部外面 □ 〔血または向ヵ〕 ;C～

同上 須恵器 霊ヵ誕 本部外面 □□ 〔大―ヵ〕 ;C～

3 同上 須恵器 不 B ミ部外面 笠□成 (人名ヵ) ;C後半～

4 同上 土師器 不力皿 氏部外面 □ 〔内ヵ〕

同上 須恵器 不 A 貞部外面 (絵または記号力) ;C～

同上 須恵器 不 A
ヨ縁～底部 く内>西□ 〔塩ヵ〕□

;C
転用硯

勺外面 く外 >筆ならし 内全面墨付着

同上 須恵器 不B 貞部外面 ] 〔西力〕 〕C後半～

同上 須恵器 不B ミ部外面 十または十 (記号 ) 〕C末～ 9C初 灯明皿転用

同上 須恵器 不力皿 氏部外面 大福 〕C―

同上 須恵器 不力皿 氏部外面 ヨ (言己号ヵ) ;C～

SD104最 下層、SD101下層 須恵器 不 B 氏部外面 平 ;C～

3D104最 下層 '第2層 須恵器 杯蓋 頂部外面 ]〔大または天力〕一 ;C～

3D104第 2層 須恵器 不力皿 氏都外面 コ 〔竹力〕 :C～

同上 須恵器 添 A 氏部内外面

<内 >□ (筆ならし力 )
〕C～

<外 > (絵 または記号 ヵ)

SD104第 3層 須恵器 添 A 氏部外面 一豆 ;C～

3D104最 上層 須恵器 杯 A 貞部外面 ]〔千力〕 )C～

3D102最 下層 須恵器 杯 B 羮部外面 ]〔藁力〕□ 3C後 半～

SD102最 下層 第2層 須恵器 皿 C 貞部外面 西□ )C前 半

SD102第 2層 土師器 皿 A 瞑部外面 斎 (異体字)器 )C前 半

同上 須恵器 郭蓋 頂部外面 ]〔飽ヵ〕 〕C～

同上 須恵器 昨 B 貞部外面 甲 3C～

同上 須恵器 杯 B 底部外面 ]〔大ヵ〕 SC末 ～ 9C初

3 同上 須恵器 皿 C 氏部外面 供養

同上 須恵器 杯 A力 皿 C 寅部外面 勺 〕C末～

25 同上 須恵器 lTN力 皿 底部外面 大 3C～

SD102第 2層 第3層 須恵器 皿 C 底部外面 西文 )C初

SD102最 上層 須恵器 杯 B ミ部外面 一豆 3C～

SD103あふれの埋土 須恵器 椀 底部外面 ]〔居力〕

遺物包含層 須恵器 杯 Bヵ 皿 B 真部外面 コ〔大ヵ〕一 〕C～
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3.平城京跡 (左京四条六坊八坪)・ 奈良町遺跡の調査 第490次

調査次数   H」 第490次

工事内容   個人住宅建設

届出者名   専念寺 菊池 耕

調 査 地   奈良市上三条町15番地

調 査 期 間  平成15年 4月 10日 ～ 4月 24日

調 査 面 積  30∬

調査担当者  中島和彦

第 490次調査 発掘区位置図 1/6,000

鰹°裔

韓
調査地は平城京左京四条六坊八坪の北辺部にあたり、

三条大路の南側に面する。また中世以降は興福寺 。東大

寺の門前町として発展してきた奈良町遺跡にあたる。調

査地の専念寺は、慶長年間の倉J建で、現在の本堂、方丈、

門は元禄以降の造営と伝えられる。境内には、永享 2年

(1430年)2月 26日 銘の五輪塔の残欠、永禄 4年 (1561

年)74日 銘の宝饉印塔残欠と他 1基の宝医印塔残欠が

ある。

周辺の発掘調査では、古代から中近世の遺構遺物が数

多 く見つかっている。調査地の東に隣接する調査 (市

99-1次調査)や、道路をはさんだ北側の浄教寺境内
の調査 (市 可 第269次調査)で も、各時代の遺構遺物

が見つかっているが、特に平安時代後半から鎌倉時代に

かけての遺構遺物が多いのが特徴である。

専念寺境内は南北に長く、北から庫裡、本堂、墓地と

境内が三分され、発掘区は北側の庫裡の部分にあたる。

発掘区内の層序は、大きく4層に分かれ、上から近現代

の層 (1・ 2)、 江戸時代遺物包含層 (9)、 鎌倉・室町

時代遺物包含層 (15)、 平安時代後半遺物包含層 (22・

23)で、地表下約1.Omで暗黄褐色上の地山になる。地

山面の標高は約73.4mで、遺構検出は地山上面で行った。

検出した遺構には井戸 1基、埋奏遺構 1基 と約60基

の土坑と柱穴がある。その内約 8割が平安時代後半 (11

世紀末～12世紀後半)の もので、他に室町～江戸時代

の各時期のものが少量ある。以下主なものを記す。

1造成上      9暗 茶褐色土 (焼土含む)  17黒 灰色土
2淡灰褐色±    10暗 茶褐色±         18灰 褐色土

3灰褐色±     111音 茶褐色土 (炭含む)    19暗 灰色粘土
(鉄津多く含む)12茶褐色土 (礫多く含む)  20暗 黄褐色土 (灰褐色土含む)

4灰褐色±     131音 灰色粘質土
5茶灰色±     14灰 色粘質土

21階灰褐色土
(黄褐色粘土ブロック含む)

6明茶灰色土 (黄褐色粘土ブロック含む)22茶褐色土
7灰褐色上     15淡 茶褐色土 (土器片多く含む)23淡茶褐色土
8略灰褐色上    16明 茶褐色土 24暗黄褐色土

第490次調査 遺構平面図・東壁土層図 1/80

平安時代後半の遺構には、SK01～ 04、 SE05等があ

る。SK01～ 041よいずれも11世紀後半頃の土坑で、特に

SK01か らは土器が完形で数多 く出土した。SK01は 平面

方形で、断面形はU宇形で深さ約1.6mあ り、形態から

井戸の可能性も考えられるが、湧水はほとんどなかった。

土器は上から0,7mま での層内から多く出土した。SE05

は12世紀中頃のもので、深さ約1.3mま で掘削 したが、

底には至らず、井戸枠も確認出来なかった。ここからも
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完形の上器が多 く出土した。発掘区全域で検出した径約

0.3mの小柱穴群もこの時期のものと考えられる。調査

面積が小さく建物としてまとめられなかったが、これら

小柱穴から鋳造関係の遺物が出土するものがあり注目さ

れる。鋳造関係遺物には鋳型 (P10出 土以下同じ)、 と

リベ (PH。 13・ 14)、 鉄淳・銅淳・輔羽口他 (P12他 )

がある。奈良町遺跡内において中世以前の鋳造遺物の出

土は珍しい。

室町時代の遺構には SK06～ 09がある。SK06は 14世

紀後半頃、SK07・ 08は 16世紀頃の土器が少量出土した。

江戸時代の遺構 には SK15・ SX16がある。SK15は

SK01上面にある17世紀中頃の土坑、SX161よ SE02上面

にある18世紀頃の瓦質土器深鉢の埋奏土坑である。い

ずれも下層の遺構と重複しているため平面図には図示し

ていない。また発掘区北西部には、鉄津を多 く含む土坑

が壁面に見られる。

出土遺物には、土器類が遺物整理箱12箱、瓦類が遺

物整理箱 3箱、金属製品 (鉄釘等)銭貨 1点 (判読不能)、

鋳型、とりべ、鉄淳、銅淳、砥石、安山岩剥片、骨、桃

種がある。

とくに SK01か らの出土土器が多く、遺物整理箱 6箱

分あり、他に少量の瓦類、不明鋼製品 1点、鉄津、桃種

1点がある。土器類は破片で1078点 出土してお り、土

師器皿・羽釜、瓦器椀・皿、須恵器奏、白磁椀がある。

土師器皿が約53%、 瓦器椀が約37%あ り、両者で 9割

を占める。瓦器椀の見込みの暗文には、放射状、格子状、

ジグザグ状、螺旋状のものがあり、ジグザグ状のものが

多い。11世紀後半の良好な一括資料である。

P10出 上の鋳型片はすべて小片で 4点あり、何の鋳

型かは不明である。鋳型の 1つは一辺約 4m、 厚さは約

2.5mで、平坦な面に蓮華文があり、平たい板状の製品

が想定される。この他にも遺物包含層から時期不明の鋳

型が 1点出土している。これも何の鋳型かは不明だが、

径約14mの製品が復元できる。

今回の発掘調査で検出された遺構のうち、そのほとん

どが平安時代後半のもので、この時期頃から遺構数・遺

物量が増加し出すことがわかる。また、この時期に周辺

で鋳造品生産が行われていたことも確認でき、中世の奈

良町遺跡の形成を考える上で貴重な資料が得られた。鎌

倉・室町時代の遺構は今回の発掘調査区内では少ない

が、周辺の発掘調査成果からみて、引き続き人々が居住

していたことはうかがえよう。江戸時代には専念寺が創

建されると伝えられるが、それを示す資料は得 られな

かった。

(中島和彦)

第 490次調査 発掘区全景 (南から) 第 490次調査 発掘区全景 (北西から)
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4.平城京跡 (右京七条一坊十四坪)の調査 第491次

調査次数   H J491次

工事内容   医院建設

届出者名   医療法人康仁会

調 査 地   奈良市七条町95-1、 100-1。 3・ 7

調 査 期 間  平成15年 4月 24日 ～ 7月 9日

調 査 面 積  1,560ゴ

調査担当者  武田和哉 池田裕英

調査地は、平城京の条坊復原では右京七条一坊十四坪

の西辺中央付近に該当しており、敷地の西辺部には西二

坊大路が想定されている。

調査地周辺では過去に調査例が 5件あり、このうち北

隣の調査 (市 H」 第97次 )や北東隣の調査 (市 HJ第
427次 )、 東隣の調査 (県 1992年度調査)では、奈良時

代の掘立柱建物や井戸、中世の土坑、井戸等が検出され

ている。

今回の調査では、計画されている建築物により遺構が

破壊される部分を中心に、南北 2箇所の発掘区を設定し

た。調査面積は計1560だである。

発掘区内の基本層序は、北 。南発掘区ともに (西壁・

東壁)では、上から順に、造成土 (約 1.Om)、 黒灰色土 (=

旧耕作± 0.2～ 0.3m)、灰茶色砂質土 (=旧床土約 0.lm)

と続き、地表面下約1.3m程度で、黄灰色 (ま たは青灰色)

粘土 (砂質土)の地山層に至る。地山上面の標高は、北

発掘区北西隅付近では56.7m前後、また南発掘区南東隅

付近では、56.7～ 56.8mであった。

検出した主要な遺構は、奈良時代の掘立柱建物、掘立

柱列、条坊側溝、性格不明の遺構、平安時代後半の井戸、

平安～鎌倉時代の井戸、室町時代の粘土採掘坑である。

S D01は、北 。南発掘区ともに、西端で検出した。

北隣の調査でも検出されており、位置的にみて、西二坊

大路の東側溝と考えられる。ただし、南発掘区では後世

の遺構や攪乱等により大きく削られ、残存状況はよくな

い。一方、北発掘区では長さ約 8m分を検出した。深さ
は約0,8mを 測る。幅は発掘区内では西肩を検出してい

ないので不明であるが、約4.8m分を確認 した。坦土は

基本的には 3層 に分かれているが、局所的に下層の下に

更に灰色砂層が堆積していた。この最下層には、奈良時

第 491次調査

W  LH:583m

1:造成上 2:灰黒色土 (旧耕作土)3:淡黒灰色上 4:茶灰色砂質± 5:灰褐色砂質± 6:灰茶色砂質土 (旧床土)7:暗茶灰色砂質± 8:暗灰
褐色土 〔S D 01上層埋土〕9:責橙色粘質土 〔S D 01上 層埋上〕 10:暗灰褐色土 〔S D 01上 層坦土〕 11:茶黄色土+灰褐色土 〔S D 01上 層埋土〕 12,

橙黄色粘質土+灰褐色粘質土 〔S D 01上層埋土〕 13:茶橙色粘質土十灰褐色砂質土 〔S D 01中層坦土〕 14:暗灰色砂 〔S D 01下 層埋土〕 15:青灰色 (黄

灰色)粘土 〔地山〕

北発掘区西北隅S D 01付 近 北壁土層図 1/40
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代の遺物が含まれ、中層の埋土には10世紀頃の遺物が、

また上層の埋上には11世紀中頃から12世紀中頃にかけて

の遺物が、それぞれ含まれていた。こうした状況から、

S D01は奈良時代以降、平安時代後半頃までは機能して

いたことがうかがわれる。なお、S D01滞心の国土座標

値は、X=-148,430.O Y=-19,096.1〔 十日座標第Ⅵ系〕。

一上
ヽ
＼

‐
、

ワ

′

第 491次調査 遺構平面図 1/400
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S B02は 、南発掘区の南東隅付近で検出した奈良時

代の掘立柱建物である。柱間は、東西 2間 (約3.6m)、

南北 1間 (約 1.8m)分 を検出した。建物の北側は後述

の室町時代の粘土採掘坑によって削平されている。

S A03は、南発掘区の南東隅付近で検出した奈良時代

の掘立柱列である。柱間は、東西 2問 (約3.6m)分を検

出した。遺構の北側は、室町時代の粘土採掘坑により著

しく削平されており、また南側は発掘区外となるために

詳細は確認できなかったが、建物となる可能性がある。

S X04は 、北発掘区の北西隅で検出した奈良時代の

性格不明の遺構。前述の S D01の 東端付近から東へ と

廷びている。長さ約2.3m分を検出。幅は約0.2m、 深さ

は約0.lmで、溝状に掘 られた掘形の内部の西寄 りの場

所に丸瓦が凹面を上にして置かれていた。周囲の遺構の

様相からみて、この場所には築地の存在が推測されるこ

とから暗渠のような施設ではないかと考えられる。

S E05は、南発掘区の南西隅付近で検出した井戸。

上部は粘土採掘坑により削平を受けていた。検出面から

の深さは約1.2mで ある。内部には曲物の枠材が 3段分

残存 しており、枠の径は約0.3m、 残存 している高さは

約0.6m。 枠内からは奈良時代の土師器・須恵器ととも

に、11世紀後半頃の土師器・黒色土器 B類が出土した。

S E06は 、南発掘区の中央やや南よりで検出した井

戸。掘形は、平面ほぼ円形で、径約2.3m、 検出面から

の深さは約1.8mあ る。内部には方形の縦板組隅柱横桟

留めの木製の枠材が構築されていた。枠の内法の一辺は

約0.9m、 残存する井戸枠の高さは約1.4mを測る。枠内

から奈良時代の土師器・須恵器とともに、H世紀前半

頃の土師器・黒色土器B類が出土した。

S E07は 、北発掘区の中央よりやや南西寄 りの場所

で検出した井戸である。 S E07の 掘形は室町時代の粘

土採掘坑によって削平されている部分があり、明確な掘

形の規模は不明であるが、径は2.Om程度の平面円形に

なるとみられ、検出面からの深さは最大約1.3mを 測る。

内部には方形縦板組隅柱横桟留めの木製の枠材が据えら

れていたが、土圧で潰されたような状態で検出した。枠

の一辺は約0.9m、 残存する高さは約1.2mあ る。枠内の

埋土から奈良時代の土師器・須恵器に加えて12世紀中

頃の土師器・瓦器が出土した。

S E08は、北発掘区の中央よりやや南西の場所、 SE
07の東側約 3m付近で検出した井戸。上部は粘土採掘坑

により削平されていた。掘形は平面円形で、残存してい

る掘形の規模は東西約0.5m、 南北約0.4m。 検出面から

の深さは約0.lmしか残っていない。内部には曲物の枠材

が 1段分あり、枠の直径は約0.4m、 残存している高さは

約0.lmである。枠内から12世紀後半の瓦器が出土。

S E09は、北発掘区の中央よりやや南西寄 りの場所、

S E08の南南東側約 3m付近で検出した井戸である。

掘形は平面円形で、径は約0。7m、 検出面からの深さは

約0.5mである。掘形を縁取るように、瓦や土器が敷き

詰められており、その中に径約0.3mの 曲物を2段に重

ねて置いていた。残存する枠の高さは約0,4mあ る。上・

下の曲物の接合部の外側には瓦片が複数入れられてい

て、井戸枠の役割を果たしている曲物を支える目的で入

れられたものと推定される。小規模ながら、湧水層まで

到達していることから丼戸の可能性が高い。枠内から

12世紀後半～末頃の土師器・瓦器が出上した。

S A10・ 11・ 12は、北発掘区の北西付近で検出した

掘立柱列である。いずれも柱穴の掘形は最大でも約0.5

m程度の規模に留まり、多くの柱穴の底には河原石を据

えている。遺物は少ないが、瓦器が出土している穴がい

くつかある。状況からみて12世紀頃の掘立柱列ではな

いかとみられるが、あるいは他の柱穴が削平されている

などの理由で、本来は建物である可能性もある。

このほか、北発掘区の東端から中央部、西側南半部、

また南発掘区の西端と南東隅付近を除く全域で、室町時

代の粘土採掘坑を検出した。掘形は、平面不整形で、径

2～ 6m程度のいくつかの単位に分かれるものとみられ、

深いものでは約 lmに まで達している。埋土からは16世

紀前半頃の大和型悟鉢が多く出土した。悟鉢の多くは磨

滅した痕跡が無く、またいくつかはほぼ完形で出土して

いることから、何らかの意図により置かれたものと推測

される。採掘の対象は、地山の黄灰色粘上であった模様

で、同層の下層にある暗灰色粘土の上面に到達すると概

ね掘削を止めている形跡があり、また青灰色砂質土の地

山となっている北発掘区の北西部分では採掘をしていな

いため、それ以前の遺構が残存する結果となっている。

南発掘区の南東付近では、黄灰色粘土の地山が堆積して

いるにも関わらず、粘土採掘をしていない箇所もある。

鎌倉・室町時代の時期における粘土採掘については、

農閑期に田畠を借地して実施していたことが古文書など

の記載にみえる。南発掘区南東隅付近には畦畔の痕跡が

あり、その部分から南側は遺構が史好に残存していて、

発掘区外南側へと続いていくように見受けられる。本調

査地東隣における調査 (県 1992年度)で も、良好な責

灰色粘土の地山が存在しつつも、粘土採掘が行われてお

らず、奈良時代の遺構が残存していることが確認されて

いる。こうした様相は、当時の粘土採掘の実態を知る上

で貴重な手かがりである。

S X13は、北発掘区の北西隅、 S D01の東岸のすぐ
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東隣で検出した南北方向の溝状の遺構である。掘形は S

X04同様溝状に掘 られており、長さ約 5m分を確認し
た。幅は0.2～ 0.4m、 深さは約0.lmで あり、掘形内部に

は九瓦を伏せて南北方向に置いている。詳細な時期につ

いては不明であるが、遺構の重複関係からみて、室町時

代の粘土採掘坑より新 しいので、少なくとも16世紀前

半よりは後の遺構と思われる。

遺物は、整理箱約HO箱分が出土した。土器・土製品

は、古墳時代の埴輪、奈良・平安時代の須恵器・土師器・

黒色土器 (A・ B類 )・ 製塩土器・灰釉陶器・緑釉陶器・

土馬・竃・墨書土器、鎌倉時代の土師器・瓦器、室町時

代の瓦質土器悟鉢、中国産磁器 (白磁 。青磁)がある。

瓦埠類は、奈良・平安時代時代の九 。平瓦、軒丸瓦

(6012B l点 。6282G l′ 点・6316G l′ミ・6236D2〕点・

平安時代以降 2点 )、 軒平瓦 (6663H l点、6691A l点、

平安時代以降 1点 )、 道具瓦 (焚斗)、 埠、時期不明の土

管がある。

このほかに、曲物、鉄釘、鉄淳、輔羽口、石製品など

が出土した。石製品には、石鈴 (丸輌 。巡方各 1点 )お

よび未製品 4点がある。調査地の近隣で実施した過去の

調査においても、同様に石鈴 とその未製品が出土してい

ることから、その関連性が注目されよう。

遺構に関しては、室町時代の粘土採掘坑により、それ

以前の遺構の多くが削平されていたが、井戸等の深い遺

構は残存部分を検出できた。生活に直結した井戸が存在

していることやわずかながらも余良時代の掘立柱列等を

確認したことで、調査地が奈良時代より利用されていた

ことが判る。鎌倉時代の井戸や柱穴も複数確認したこと

とも併せ、奈良～室町時代にかけての土地利用の実態を

知る上で重要な成果である。  (武田和哉・池田裕英)

di攀

第 491次調査 北発掘区全景 (垂直写真)

第 491次調査 南発掘区全景 (垂直写真)
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上段左 :北発掘区全景 (西南西から)

中段左 :北発掘区西狽1・ SDO土 (北から)

下段左 :北発掘区仝景 (東南束から)・ 薬師寺両塔遠望

上段右 :南発掘区企景 (束から)

中段右 :南発掘区西側部分 (北束から)

下段右 :南発掘区井戸 SE06
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5。 六条野々宮古墳・平城京跡 (右京六条三坊六坪)の調査 第492次

調査次数   HJ第 492次

事 業 名   個人住宅増築

届出者名   個人

調 査 地   余良市六条一丁目497-4番地

調 査 期 間  平成15年 5月 6日～ 5月 29日

調 査 面 積  52.5だ

調査担当者  三好美穂

第492次調査

I.は じめに

発掘区位置図 1/6,000

届出地は、西ノ京丘陵の東緩斜面途中にある住宅地の

一画で、付近一帯は近年宅地化が進み、造成工事等によ

り丘陵本来の地形を留めていない所が随所に見られる。

平城京の条坊復原では、右京六条三坊六坪の南東部に

第 492次調査 遺構平面図 1/150

相当する。これまでの六坪内の調査は、今回の届出地の

西隣で平成14年度 (市 HJ第489次調査)に実施してお

り、奈良時代の掘立柱列・土坑の他に、円筒埴輪の据付

穴、江戸時代の濠等を検出した。奈良時代の遺構の検出

は、丘陵上に位置する六坪内の宅地の利用状況を知る貴

重な成果となった。

さらに、円筒埴輪の据付穴を検出することができ、 5

世紀前半頃には古墳が築造されていたことも明らかに

なっただけでなく、古墳の墳丘自体は、奈良時代以降に

壊されたことも判明した。

今回の調査は、市第489次調査地のすぐ東隣に位置し

ていることから、奈良時代の遺構の検出及び古墳の形

状・規模等古墳の遺存状態を把握することも調査課題に

加えて実施した。

Ⅱ.検出遺構

発掘区の大半が現代の撹乱により遺構面が大きく削平

されており、発掘区南半分では造成土の下がすぐに黄褐

色礫で、遺構は残存していなかった。幸い、発掘区北半

分までには撹乱は及んでおらず、古墳の周濠を検出する

ことができた。周濠は、長さ約4.Om分、幅 0.85m分 を

確認 した。検出面からの深さは約1.3mあ る。市 H」 第

489次調査成果から見て、古墳の北東部を廻る周濠の一

部と考えられる。周濠内の底部には、上から順に暗茶褐

色土 (0.2m)、 暗橙褐色土 (0.lm)、 黄灰色砂質土が混

ざった茶褐色土 (0.1～ 0.2m)堆積 していた。最下層の

茶褐色土には、円筒埴輪の破片と8世紀代の須恵器杯 B、

壺胴部片が包含されてお り、少なくとも北東の周濠は

奈良時代には壊されずに存在していたことが窺われる。

周浜坦土と造成土との間に堆積している3.6・ 10の層に

S

1盛 り■    5暗 黄桐色土
2黒裾色腐植■  6淡灰色粘■
3笹褐色■   7暗 黄色土
4暗黄褐色■  8淡 橙褐色土

第 492次調査 発掘区西壁土層図 1/100

9茶潤色■■灰色粘■  13茶鶴色■+黄灰色砂質土
iO黒褐色腐植±    14暗 灰色粘lr7
11暗茶lB色主     15暗 黄掲色粘砂
12暗橙桐色主     16黄 褐色礫 (地山)

発掘区西壁断面 (東から)
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《 ど

※点線は円筒埴輪列の想定位置

は、14～ 15世紀の土師器が若千包含されている。堆積

状態からみて、14～ 15世紀頃までは周濠がそのまま溝

状に窪んでいたが、室町時代以降になって人為的に一挙

に埋め立てられ、平坦になったものと考えられる。

Ⅲ.ま とめ

古墳の形態と規模は、埴輪の据付け穴およびや周濠と

の位置関係から推測すると以下のようになる。

古墳の形態

HJ第489次調査では、埴輪の据付け穴を2基検出して

おり、これ以外にも多数の小穴を検出している。小穴か

らは埴輪は出土しなかったが、一連となって弧を描くよ

うな状態で分布していることから、本来は埴輪の据付け

穴であったと考えられる。また、据付け穴と周濠との位

置関係から古墳の形態を考えると、円墳か前方後円墳に

なる可能性が高い。古墳の南辺部が壊されているために

明確なことは不明だが、仮に円墳とした場合の規模は、

径30m前後の大規模な古墳となろう。 (三好美穂 )

0                        30cm

第 489次調査出土円筒埴輪 1/8

古墳の規模 (推定復元)1/300

第492次調査 発掘区全景 (東から)

発掘区北西部 (北から)
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平城京左京四条六坊十坪・奈良町遺跡の調査 第493次

調査次数   HJ第 493次

工事内容   共同住宅建設

届出者名   株式会社ケイ・エム・ケイ

調 査 地   奈良市東城戸47、 椿井町20

調 査 期 間  平成15年 5月 20日 ～6月 30日

調 査 面 積  176∬

調査担当者  立石堅志、松浦五輪美、原田憲二郎

第493次調査 発掘区位置図 1/6,000

I.は じめに

当該地は、平城京条坊復原では左京四条六坊十坪の東

端ほぼ中央にあたり、調査地の東に坊間東小路が想定さ

れる。また、同時に奈良町遺跡の範囲内にあり、近世東

城戸町の北端にあたる。

ちょうど北側の路地が東城戸町と椿井町の境界となっ

ており、当該敷地の西側の一部に椿井町の張り出しがあ

る。届出地の現況は、駐車場であるが、駐車場以前は銀

行の建物があったことが知られている。この銀行の建設

時に幾つかの民家敷地を統合し、ひとつの敷地として造

成されたものと思われ、この際に東城戸町椿井町にまた

がる形での現在の敷地が形成されたのであろう。

北側の路地は、東から西に向かって低 くなっており、

当該地の旧地形もこれにあった雛壇状の敷地割りであっ

たことが窺える。

第493次調査 発掘区全景 (南から)

発掘区は、敷地の北東部分に東西20m、 南北10mで設

定したが、最終的に進入路にかかる東南の24だ を除外す

る形で調査を実施した。

I.検出遺構

発掘区内では、造成土の下に厚さ0.6mの炭、焼土を含

む暗褐色土を主とする幾層もの堆積があり、その間に何

時期かの遺構面があることが窺えた。一部に焼上の姓積

層も認められる。地山は基本的に責褐色粘土であり、そ

の標高は、発掘区東端で764～ 76.5m、 発掘区西端で

76.3mで ある。

発掘区東側の一部には奈良時代の整地土があることを

確認した。遺構は、基本的に地山面直上で検出した。

検出した遺構には、掘立柱建物、土器埋納坑、井戸、

埋奏遺構、方形石組遺構、土坑、柱穴がある。以下に、

遺構の概要を述べる。

遺構は大きく余良時代、鎌倉時代から室町時代、江戸

時代から近代のⅢ期に分けることができる。

奈良時代 掘立柱建物 (S B01)1棟、土器坦納坑 (S
X02)1基がある。

S B01は、東西 1間以

上、南北 1間以上の掘立

柱建物であり、発掘区外

へのびる。柱間は検出し

た東西の柱間で36m(12

尺)と 広く、柱穴も一辺

0

第 493次調査 発掘区東端北壁土層図 1/80
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SX02・ 土師器壷出土状態 (東から)



2.Omと 非常に大きい。

S X02は、 S B01の南西で検出した土器埋納遺構であ

る。径0,4m、 検出面からの深さ0.23mの 小坑に土師器皿

8点 と壼 2点、銅銭12点 を埋納していた。坑内の底部に

須恵器と土師器の破片を敷き、その上に銭貨を置いて、

さらにこれらの上に土師器壺を下向き置く。次に壺の上

に5点の上師器皿を重ねて載せ、最上位の皿に銭貨を置

く。これに裏返した土師器皿で蓋をし、この上にも銭貨

を置いている。更にもう 1点皿を裏返して重ね、最後に

下向きにした土師器重で蓋をする。

また、土坑の壁際からも銭貨が重なった状態で出土し

ている。納められた銭貨は 1点は和同開弥であるが、他

は錆化のため判読することが出来ない。地鎮遺構の可能

性がある。

鎌倉時代～室町時代 井戸 (S E03～ 06・ H)5基 、
埋奏遺構 (S X14～ 17)4基、土坑 (S K07～ 10。 13)

5基がある。

井戸 S E03は発掘区南西端で検出した一辺2.2mの

平面方形井戸である。枠はない。南北1.8mま で確認した

が、発掘区外南に続くため南北方向の規模は不明である。

検出面からの深さは約lmでぁる。井戸底の標高は75.3

m。 12世紀代の土師器片と瓦器片が少量出土した。

S E04は 発掘区西端で検出した一辺1.6mの平面隅丸

方形の井戸である。枠はない。検出面からの深さは約1.9

mである。井戸底の標高は74.3m。 埋土から12世紀代の

土師器皿 。羽釜片が少量出土した。

S E05は S E04の 南東で検出した一辺1.4mの方形井

戸である。枠はない。検出面からの深さは約1.Om。 底部

は平らで、標高は75.05m。 埋土から12世紀代の土師器

皿・羽釜片が少量出土した。

S E06は S E05の 南東で検出した一辺1.lmの平面隅

第 493次調査 上層遺構平面図 1/150

1                   1 0                  5m

第493次 下層遺構平面図 1/150

丸方形の井戸である。枠はない。検出面からの深さは約

■Om。 底部は平らで、標高は75.2m。 埋土から土器類

など多くの遺物が出土した。

SEHは 発掘区北、 S E12。 S E19と 重複する位置で
検出した井戸である。東西1.Om、 南北1.6mを 確認した。

他の井戸との重複により遺構の平面形は確認できなかっ

た。検出面からの深さ約1.Omま で掘削したが、湧水があ

第493次調査 発掘区全景 (東から)
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L H,76

1黄褐色砂礫土 (地山粘土ブロック含む、 S X15掘 形埋土)
2暗灰色土 (地山粘土プロック含む、 S X14-A掘 形埋土)

SX14・ 15立面図 1/80

り、それ以上の掘り下げは隣接井戸の崩壊の危険があっ

たので断念した。井戸枠は既に抜き取られており、地山

の黄褐色粘土と砂礫によって埋められていた。埋土から

12世紀代の土師器皿・羽釜片、瓦器片が少量出土。

土坑  S K071よ 発掘区南端で検出した東西3.Om、 南

北1.7m以上の平面長方形の上坑で、東側の一部が東へ0.5

m広がる。掘形は発掘区外南へ続く。検出面からの深さ

は0.5mである。

S K08は S E04の東側で検出した東西1.5m、 南北 1.5

m、検出面からの深さが0.3mの平面不整形の土坑である。

重複関係からみて、S E04よ りも古い。

S K09は S K07の 東側で検出した東西2.5m、 南北0,7

mの平面不整形の土坑である。検出面からの深さ0.2mと

浅い。重複関係からS X15'16よ りも古い。

S K10は発掘区北西隅で検出した東西2.Om、 南北 1.6

mの平面楕円形の上坑。検出面からの深さ約0.6m。 11

世紀後半の土師器皿、12世紀初頭の瓦器椀が少量出±。

S K13は 発掘区南東で検出した長辺1.Om、 短辺0.6m

の平面隅丸方形の土坑である。一部発掘区外へ廷びる。

検出面からの深さは約0.6mo H世紀末から12世紀初頭

の土師器皿・羽釜、瓦器椀・皿等が少量出土した。

埋甕遺構 発掘区中央で大奏を据付けた土坑を検出し

た。何回かの造り替え、重複がみられ、比較的長期間に

わたって遺構が存続していたことが窺えた。

ただし、甕が残るものも、体部上半は全て奏内に落ち

込んだりして欠損しており、また抜き取られて据付け痕

跡を留めるだけのものも多い。甕内や抜き取 り痕に焼土

が堆積しているものもある。

S X14は、発掘区中央西よりで検出した埋奏遺構であ

る。大きく3時期の造り替えがある。古い順にC― B一

A期 とした。

C期・B期では、甕はいずれも抜き取られ、据付けの

痕跡を留めるのみである。 C期は東西 4列、南北 4列、

B期は東西 3列、南北 4列で甕を据える。

また、最終のA期では東西 4列、南北 5列以上の据付

け痕跡が認められ、大奏の底部が残存しているものが 8

個あった。うち、常滑窯産大奏が 6個、備前窯産大奏が

2個である。

さらにA期では西側に奏が追加 して据えられたよう

で、北側に2個、南に 1個の列からずれた据付け痕跡が

ある。3時期ともに奏を据える範囲に大きな掘形を設け、

これに奏を並べ、据え置くものである。

S X15は、 S X14の東側で検出した埋奏遺構である。

東西約30m、 南北約4.Omの掘形に、東西 3列、南北 4

列で奏を据える。後に、北側に新たに 1個の奏を追加し

ている(15-B)。 奏は体部下半まで残るものが 8個あり、

いずれも常滑窯の製品である。14世紀後半から15世紀前

半にかけてのものがある。奏内には焼土が堆積しており、

体部上半が落ち込んでいるものもみられた。重複関係か

ら判断して、 S X14よ り古い時期に造られている。

S X16は、 S X15の南 1列 と東側列の南 2個について

は造り替えられており、掘形を掘りなおしたうえで、高

を変え、新たに甕を据え直した痕跡である。このため掘

形の埋土がこの部分だけ異なり、精良な黄白色粘土で埋

められている。この黄白色粘土からは遺物はほとんど出

土していない。

S X17は、 S X14の北側で検出した埋轟遺構である。

他の 2つの埋奏遺構より設置面が高く、削平のため奏を

設置する際の掘形の痕跡がほとんど残っていない。南 1

列と、東 1列で計 4個の甕を確認した。かろうじて甕の

底部が残っており、南側の 3個が常滑窯産、北側の 1個

井戸 SE12(】ヒから)

埋甕遺構 SX14～ 17

A'     -15,555

(下打から)

-15,552
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が備前窯産である。 S X14。 15よ りも新しい時期の遺構

である。

近世から近代 井戸 5基 (S E12・ 18～ 20・ 22)、 方
形石組遺構 (S X21)1基、土坑 (S K23)1基、溝状

遺構 (S X24)1条 がある。

井戸 S E12は S Ellと 重複する井戸である。径2.4

mの掘形中央に内法0.6mの瓦積みの井戸枠を造る。検出

面からの深さは3.4mに及ぶ。井戸底の標高は73.Omであ

る。井戸最下部には瓦質土器奏の底部を打ち欠いたもの

を水溜として据えている。この奏の上部に10～ 1 5cm程の

平らな川原石を敷き、基礎とした上に瓦を積み上げてい

く。平瓦が主体であり、これに丸瓦、軒平瓦等を併せて

用い、隙間を河原石で詰めている。これらの瓦には、「興

福寺」銘がある軒平瓦等14世紀中頃の特徴をもつものが

ある。また、中には14世紀後半代の常滑窯で生産された

大甕の回縁部があったが 、埋奏遺構に用いられていたも

のを転用したものであろうか。埋土中からは14世紀後半

代の土師器皿・羽釜、18世紀以降の土師器皿片、刷毛な

どの木製品が出土した。

S E18は発掘区中央で検出した長辺1.5m、 短辺1.4m

の平面長方形の井戸。中央に径55cm、 高さ45cmの 瓦製井

筒を3段重ねて据える。さらに、 1段分の破片が井筒内

に落ち込んでいたことから、当初は4段以上重ねられて

いたことがかわる。検出面からの深さは1.5mであり、井

戸底の標高は75.Omである。このような瓦製の井筒は、

18世紀以降に都市遺跡を中心に多く見られる。

S E19は、 SEH・ 12、 S X17に重複する位置で検出

した石組み井戸である。径2.lmの平面円形掘形のやや南

側に、内法東西0。9m、 南北1.Omの石積みの井戸枠を組む。

検出面から0.7mま で掘 り下げたが、石組みが崩壊するお

それがあったため、それ以上の掘 り下げは断念。

埋土から土師器皿・羽釜片、瓦質土器鉢 。羽釜、信楽

窯産悟鉢片が少量出土したが詳細な時期は不明である。

S E20は、発掘区中央東よりで検出した石組み井戸で

ある。径1.6m、 の円形掘形の中央に内法0.6mの石積み

井戸枠を組む。石組みの南側上部は南側の土坑の掘削に

より壊されていた。検出面からの深さは1.67mあ り、井

戸底の標高は74.7mである。埋土から17世紀前半の土師

器皿片、常滑窯産奏片、陶器片、白磁皿片が出土した。

S E22は、発掘区東端で検出した南北1,7m、 東西1.5

m以上の平面方形の井戸である。井戸枠は抜き取られた

ようで、地山の黄褐色粘土プロックを多く含んだ土で埋

められている。検出面から2.2mま で掘り下げたが、井戸

底には至らず、崩壊の危険があったため掘 り下げは断念

した。埋土からは、17世紀代の土師器皿片、瓦質土器鉢

片が少量出土した。

土坑  S X21は発掘区西端で検出した東西0.9m以上、

南北2.lmで発掘区西へ廷びる方形石組遺構である。方形

の掘形に沿って方形の石積み枠が組まれる。石は裏込め

の土で固められており、水溜めなどに利用されたもので

あろうか。検出面からの深さ0.3m程である。枠内埋土か

ら土師器皿片、瓦質土器片、国産陶磁器片が少量出土。

S K23は、発掘区北東隅で検出した東西1.Om、 南北1.2

mの平面不整形の土坑。検出面からの深さは0.4m。 17

世紀代の土師器小片が少量出土した。

S X24は 発掘区北で検出した幅0.6mの 溝状遺構であ

る。東西約10m分を検出した。東西両端で発掘区外北ヘ

曲がる。検出面からの深さは約1.Omであるが、発掘区壁

面での土層観察によると、より上層から構築されている

ことが窺え、確認できた深さは約1.4mに も及ぶ。ほぼ垂

直に掘り込まれ、断面は箱状となる。中心には厚さ2 cm

程度の板を立てる。この縦板は底から上面にまで至って

おり、また、全長に渡り立てられている。坑内は非常に

精良な黄白色粘土により埋められており、17世紀代の輸

入白磁片が 1点出土。何らかの施設の周りを囲うような

性格のものであろうか。

Ⅲ.ま とめ

今回の調査では、古代から近代までの各時期の遺構を

検出することができた。非常に多くの遺構が、重複しつ

つ残っており、当該地の遺跡の変遷を追うことのできる

良好な資料を得ることができた。

奈良時代の遺構としては、大規模な建物の一部を検出

したが、当該地周辺でこのような規模の建物が残存し、

またそれを検出したのは稀有な事例である。併せて地鎮

遺構も確認することができた。おそらくはこの建物に関

係すると考えているが、非常に興味深い発見である。

また、室町時代に埋奏遺構が集中して構築されている

状況を明らかにすることができた。今回の調査でも、こ

れらの奏が何に用いられたのかを示す資料は得ることは

できなかったが、比較的長期に渡り同一地で繰り返し構

築された例はこれまでに確認されていない。さらに、瓦

積み井戸に転用されている瓦に、瓦当面に「興福寺」銘

を持つ軒平瓦があった。これは同籠品が興福寺旧境内で

出土しており、14世紀中頃に比定されているものである。

同時に刻印を押印された平瓦 。九瓦類、鳥袋瓦等も分割

して転用されているが、おそらくは同じ場所で用いられ

ていた瓦類であろうと想像できる。これら大量の瓦類の

利用に際して、建物解体後転用のために備蓄しておくと

いうことがあったのであろうか。今後の類例の蓄積を待
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平城京跡 (左京九条一坊七坪)の調査 第496次

調査次数   H」 第496次

工事内容   研究所新築
届出者名   共栄社化学工業株式会社
調 査 地   奈良市西九条町五丁目2番地

調 査 期 間  平成15年 6月 2日 ～ 6月 23日

調 査 面 積  263だ

調査担当者  三好美穂

第 496次調査 発掘区全景 (南東から)

届出地内は、これまでに2回の発掘調査を実施してい

る。昭和 63年度の市 HJ第 167次調査では、二・七坪

の坪境小路と両側溝、雨落溝 2条、井戸 l基を検出した。

井戸内からは銅製の分銅 (平成 6年度に奈良市指定文化

形に認定)が出土。平成 11年度の調査では、奈良時代

の掘立柱塀、土坑を検出している。今回の調査は、七坪

内の宅地の利用状況を知ることを目的として実施した。

発掘区内の基本層序は、造成上 (約 1.4m)の下に、耕土。

床土、淡茶灰色粗砂、暗緑灰色砂質土、オリーブ灰色粘

土、青灰色粘土が堆積 し、地表下約 2.lmで奈良時代の

遺構面である暗黄褐色粘土の地山に至る。耕土 。床土の

下から地山までの間に堆積している土層は、周辺の調査

成果から旧佐保川が氾濫した時の地積であることがわか

る。検出した遺構には、掘立柱列 3条 (SA01～ 03)、 土

坑 2基 (SK04・ 05)、 性格不明の遺構 1(SX06)、 中世

素掘 り溝がある。遺物は、8世紀代の土師器・須恵器、瓦、

13世紀の瓦器、青磁、白磁、15世紀の瓦質土器等の破

片が遺物整理箱で 1箱分が出土。素掘 り溝以外の遺構か

ら出土したものはなく、大半が旧佐保川の氾濫層からの

ものである。今回の調査地は、遺構密度は少なかったが、

奈良時代には宅地として利用されていたことが半Jtt。 素

掘り溝を検出したことにより、鎌倉時代頃には田畠とし

て利用されたことが判る。それ以降は、旧佐保川が何度

も氾濫し、宅地はもとより田畠としても暫くの間は利用

(三好美穂 )

0                                  10m

第 496次調査 遺構平面図 1/200

|

できなかったことが窺える。
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8.平城京跡 (左京三条六坊十一坪)・ 奈良町遺跡の調査 第497次

調査次数   HJ第 497次
工事内容   共同住宅建設
届出者名   株式会社ビルド

調 査 地   奈良市林小路町1-1、 1-10番地

調 査 期 間  平成15年 6月 3日 ～ 6月 19日

調 査 面 積  85∬

調査担当者  中島和彦

調査地は、平城京左京三条六坊十一坪の南西部にあた

り、また中世以降は興福寺 。東大寺の門前町として発展

してきた奈良町遺跡の中心部にあたる。林小路の名は鎌

倉時代には文献に現れてお り、調査地の南約40mの所

には、筒井順慶の父筒井順昭の書提所の円証寺があった。

同寺は1984年 に生駒市に移転し、その跡地には商業ビ

ルが建ち景観は大きく変化している。

林小路町内では過去 4回の発掘調査 (市 HJ第 89・

176・ 228'449次調査)があり、いずれの調査でも奈良
～江戸時代の各時代の遺構・遺物を検出しており、遺構

密度の高い地域である。特に調査地南の円証寺周辺の調

査 (市 H」 第89。 176。 228次調査)で は平安時代後半

から鎌倉時代の土器が大量に出土しており注目される。

調査地は東西に細長く、東から西へ向かい緩やかに傾

斜している。発掘区は調査地の東半部に設定した。発掘

区内の層序は、大きく5層 に分かれ、上から近現代の造

成土・表土層 (1・ 2)、 江戸時代の土間等の整地土層

(3～■ )、 江戸時代の遺物包含層 (21)、 鎌倉・室町時

代の遺物包含層 (30。 31)、 奈良時代以前の遺物包含層

(32)と 続き、明責橙色砂礫 (33)の地山になる。発掘

区内の地山面はほぼ平坦で、標高は約80。 9mあ る。発

掘区東側に行くに従い堆積土は厚 くなり、発掘区西端で

は地表下約1.Omで、東端では約1.3mで地山に到る。

検出した遺構には掘立柱建物 3棟の他約60基の土坑

と柱穴がある。これらは平安時代後半～江戸時代の各時

期のものであるが、鎌倉時代のものは見つかっていない。

::書彗観富霞鷲鷺霞藍鷺鷺

鵡
羅ざA

１

，

第 497次調査 遺構平面図 1/200 及び 発掘区南壁土層図 1/80

第 497次調査 発掘区位置図 1/6.000

第 497次調査 発掘区全景 (北西から)
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また奈良時代以前の遺物包含層を確認したが、同時期の

遺構はなかった。以下主要なものを記す。

平安時代の遺構にはSK01・ 02があり、いずれも11世

紀末頃のものである。なお、後世の造構からもこの時期

の遺物は多く出土している。

室町時代の遺構には SB04～ 06、 SK07・ 08がある。

SB04は、東西 2間 (2.lm)以 上、南北 2聞 (4.2m)以

上の総柱建物と考えられる。柱間はすべて2.lm等間で

ある。柱穴の 1つから15世紀後半以降の土器が出土し

た。SB05は 桁行 5間 (9,5m)以 上、梁間 2聞 (2.lm)

以上の総柱建物と考えられる。柱間は桁行が1.9m等間、

梁間は2.lm。 重複関係からSB04よ り新 しい。柱穴か

ら安山岩製の石鈴の未製品が出土した。SB06は東西 2

間 (54m)以 上の建物または塀 と考えられ、大半は発

掘区外にあり詳細は不明である。柱間は2.7m等 間であ

る。掘り込まれる層位から室町時代のものと考えられる。

SK08か らは15世紀前半の土器と供に五輪塔の台座が出

土しているが、形態的特徴からみて時期が下る可能性が

ある。

江戸時代の遺構には SK09～ 15が あり、17世紀代のも

の (SK09。 10)と 、19世紀代のもの (SKll～ 13)と

がある。SK15は 北辺に沿い人頭大の石を 3つ列べてお

り、石組土坑の石を抜き取つた跡とも考えられる。出土

遺物が少なく明確な時期は不明。SK12・ 13とよ、地山上

面では 2つの土坑であるが、断面観察から両者は同一の

土坑であることがわかる。土坑内からは瓦が大量に出土

した。

出土遺物には、遺物整理箱 5箱分の土器類と7箱分の

瓦類、石製品 (砥石、硯、石臼、石鈴の未製品)、石造物 (五

輪塔台座 )、 金属製品 (鉄釘、銅鋲他)、 鉄津、獣骨など

がある。多くは江戸時代以降のもので、特に SK12。 13

から出上のものが多い。

第497次調査 発掘区全景 (東から)

今回の発掘調査では、11世紀末頃から遺構
。遺物量

が増加することや、遺構は検出できなかったが、奈良時

代以前の遺物包含層が確認できるなど、従来の林小路町

内の調査成果と同様な傾向がうかがえよう。一方、従来

の発掘調査と比べると、遺構密度 。遺物量ともに少なめ

である。発掘区が敷地の奥側であることが、 1つの要因

と考えられるが、明確な理由は不明である。 (中島和彦 )

遺構一覧表

遺構番号 平面形 平面規模 (m) 条さ (m) 年代 主要出土遺物 備 考

SK01 円形 径 07 11世紀木 土師器皿 羽釜、瓦器椀、鉄滓

SK02 不整糖円形 東西 09× 商北 20以 上 00こ 11世紀末 土師器皿 羽釜、瓦器杭 皿

SK03 楕円形 東西 14× 南北 20以 上 14世紀後半
土師器皿 羽釜、瓦質土器鉢、 ミニチュア羽釜、須恵器鉢、常滑窯発、瀬戸
美濃窯椀 ?

SK07 不整楕円形 東西 15以上 X南北 30以上 15世紀後半
土師器皿・羽釜、瓦質土器橋鉢 深鉢、常滑窯菱、白磁皿、青磁椀、銭貨 (洪

武通費 )

SK08 不整稀円形 東西 09× 南北 20以上 04 15世紀前半以 FtX? 土師器皿 羽釜、瓦質土器深鉢、五輪塔台圧部

SK09 方形 ? 東西 09以上 ×南北 11以上 17世紀中頃
土師器皿、瓦質土器深鉢、国産陶器 (肥前窯枕 皿、信楽窯循鉢、瀬戸美濃窯椀 )、

国産磁器 (肥前窯皿 )、 青花椀、白磁椀、軒丸瓦、軒平瓦、焚斗瓦、砥石

SK10 長方形 東西 24× 南北 10 0モ 17世紀後半
土師器皿、瓦質土器深鉢、国産陶器 (肥前窯椀 霊、信楽窯播鉢 甕、常滑窯整、

軟質施釉陶器鉢 )、 国産機器 (肥前窯椀 皿 )、 青磁椀、白磁椀

SKll 方形 ? 東西 23以上 ×南北 17以上 0廷 19世紀前半

土師器皿 地烙、瓦質土器浅鉢 深鉢 蓋、国産陶器 (信楽窯橋鉢 墾、京
信楽系窯椀 鉢 鍋 蓋、堺窯橋鉢 )、 国産磁器 (肥前窯椀 皿 )、 軒丸瓦、
軒平瓦、土管、砥石、鉄津

SK12・ 13 不整形 東西 80以上 X南北 50以上 0〔 19世紀中頃

土師器皿 抱烙 ミニチュア羽釜 焼塩壺、瓦質土器深鉢、国産陶器 (肥前窯椀

盤、信楽窯福鉢 発、京信楽系窯杭 皿 鍋 壷、界窯幡鉢、丹波窯楯鉢、軟
質施釉陶器皿 )、 国産磁器 (肥前窯椀 皿 壷、瀬戸美濃窯椀 皿 )、 伏見人形、
軒丸瓦、軒平瓦、鳥含瓦、鬼瓦、貝斗瓦、井戸枠瓦、樽、土管、硯、鉄釘

大量の瓦 を廃棄する

SK14 長方形 東西 08X南北 46以上 江戸時代 ? 土師器皿 羽釜、瓦質土器深鉢

SK15 長方形 ? 束西 15X南北 12以上 0と 17世紀中頃以降 ? 瓦質土器深鉢、国産陶器 (京信楽系窯鍋 )、 回産磁器 (肥前窯椀 )、 銅鋲、獣骨 石組土坑か ?

―- 36 -―


